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序

五里原遺跡の発掘調査は、平成 16年 10月 の六町村合併以前の 7月 7日 に人代

町教育委員会によって始められ、合併後は笛吹市教育委員会が調査を引き継ざ行つ

て、平成 16年 11月 26日 に終了した。そして、引き続き室内整理作業に入 り、調

査の関係者・関係機関の努力と協力によって、今回調査報告書が刊行できることは

喜ばしいかざりである。

さて本遺跡は、第Ⅱ章でも述べられているとおり、浅川扇状地の上に営まれた古

墳時代と平安時代を主体とする集落址である。笛吹市には度重なる洪水によって押

し出された砂礫で形成された御坂山地北西部に広がる幾多の扇状地があり、この扇

状地上に集落遺跡や墳墓などが多数所在していることから、扇状地が提供する耕地

とその背後の山林、豊富な湧水が私たちの先祖の暮らしを支えてきたといえる。山

岳都や河川沖積地の果たした役割も決して小さくはないが、やはり人々の生業の基

盤となったのは浅)|1扇状地をはじめとする扇状地群であったことは否定できない。

周知のとおり、笛吹市は遺跡の宝庫と言つてもよく、特に古代の政庁や寺院が置

かれるなど、山梨県の古代史を考える上で非常に重要な地域である。当然ながらこ

の時期の集落遺跡や墳墓などが豊富に埋もれており、将来、官衛跡、寺院址などが

いつそう明らかになるにつれ、甲斐の古代の有様がはっきり描ける日もそう遠くな

いのではないかと期待も膨らむ。そしてこれらの遺跡の多くが扇状地の上に営まれ

てきたことに思いをいたす時、現代に生きる私たちも力を尽くして、この貴重な景

観を保全していきたいと願 うのである。

最後に現地調査および報告書発行に尽力された方々はもちろん、期 日調整など

様々な助力を頂いた山梨県峡東建設事務所、市土木都その他関係各位に深く感謝申

し上げたい。

平成 19年 3月 30日

笛吹市教育委員会

教育長  芦 原 正 純



例   言

1.本 書は平成 16年度に行つた山梨県笛吹市人代町南地内に所在する五里原遺跡の発掘調査
報告書である。

2.発 掘調査は主要地方道甲府笛吹線の道路拡幅と歩道設置工事に先立つもので、平成 16年
10月 12日 の町村合併までは人代町教育委員会が、町村合併後は笛吹市教育委員会が山梨

県から委託されて実施 した。

3.発 掘調査は平成 16年 7月 7日 から平成 16年 ■ 月 26日 にかけて行つた。
4.室 内整理・報告書作成作業は平成 17年 2月 1日 より平成 19年 3月 30日 まで、途中、さ
まざまな要因による中断はあつたが笛吹市教育委員会が実施した。

5。 本報告書の執筆・編集・写真撮影は伊藤修二が行つたが、第V章の 「子持勾玉について」

は望月秀和が執筆した。

6。 発掘調査から報告書作成に至るまで、次の諸氏・機関からご指導・ご協力を賜つた。記し

て謝意を表する次第である。
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凡   例

1. 掲載 した遺構図面の縮尺は下記の通りである。
竪穴住居跡および竪穴状遺構 ・・ 。 1/60     カマ ド ・・・ 1/30

2.遺 物実測図の縮尺は下記の通りである。
土器 ・・・ 1/3     土製品および石製品 ・・・ 1/3

3.遺 構の挿図中の観Ⅷ機は焼土跡を、カマ ド微細図中の単W孝聾は粘土あらわす。
4.遺 物の挿図中の上器断面が■■|は須恵器、購離翻は灰釉陶器である。また、土師器器面
の朧蛹要4は黒色処理をあらわす。

5.表 の大きさの ( )は推定値をあらわす。
6.住 居跡の遺構番号は、調査順序により順次付したものである。そのため、調査の進展に伴
い遺構と判断しかねるもの、他の遺構と同一になると判断された遺構番号 (9号住居跡・

14号住居跡)は、混乱を避けるために欠番としている。



次目

文

言

例

次

次

次

次

酢

脚

目

序

例

凡

目

挿

図

表

第 I章  調査に至る経緯と概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 。1
第Ⅱ章  遺跡の位置と環境
第 1節 位置と地理的環境 ・・・ 。・・・ 。・・・・ 。・・・・・・・・・・・・・ 1
第 2節 歴史的環境 ・・・・・・・・ 。・・・・・・・・・・ 。・・・・・・・・・ 2

第Ⅲ章  調査の方法と層序 ・・・・・・・・ 。,● ●●●。。・・・・・・・・ 。・・ 7
第Ⅳ章  遺構と遺物
第 1節 古墳時代の遺構と遺物
1 竪穴住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 。・・・・・・・・・・・ 9
2 堅穴状遺構 ・・・・・・ 。,。 。●●●●●・・・・・・・・・・・・・ 。21
3 遺構外出土遺物 ・・・・・ ●●●●●・・・・・・・・・ 。・・・・・ ●022

第 2節 奈良時代の遺構と遺物
1 竪穴住居跡 ・・・・・・・・・・ ●●0● ,0● 0● ●・・・・・・ 。・・25

第 3節 平安時代の遺構を遺物
1 竪穴住居跡 ・・・・・・ 。・・・ 。・ 6● ●●●●・・・・・・・ `。 ・

.27

2 遺構外出土遺物 ・・・・・ 。・・ 。・・・・ 。・・・・・・・・・・・・・34
第 4節 時期不明の遺構
1 竪穴住居跡 ・・・・・ ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●・・・・35

第V章  まとめ ・・ う。・ ●●う0● ●●●●●・・ 。・ 。●●●●●・・・ 。・ ●●36



第 1図 遺跡位置図・………………。2
第 2図 周辺遺跡分布図・…………・3
第 3図 調査範囲図・………………・6
第 4図 グリンド設定図………………・7
第 5図 遺構配置図・………………Ⅲ8
第 6図 2号住居跡・…………………9

第 7図 2号住居跡出土遺物・………9

第 8図  4号住居跡・………………・lo

第 9図 4号住居跡出土遺物・……。11

第 10図 6号住居跡・………………12

第 11図 6号住居跡出土遺物 ・……12

第 12図 8号住居跡・‥……………Ⅲ13

第 13図  8号住居跡出土遺物 ・……14

第 14図 ■号住居跡・中中…………14
第 15図 ■号住居跡出土遺物・…・・15

挿 図 目 次

第 16図  12号住居跡・………………16

第 17図  12号住居跡出土遺物・……16

第 18図  15号住居跡・……………Ⅲ17

第 19図  15号住居跡出土遺物・……18

第 20図  17号住居跡・………………20

第 21図  17号住居跡出土遺物・……20

第 22図  1号竪穴状遺構・…………・21

第 23図  1号竪穴状遺構出土遺物・・22

第 24図  遺構外出土遺物
(古墳時代1)・ ……22

第 25図  遺構外出土遺物
(古墳時代2)・ ……23

第 26図  10号住居跡・………………25

第 27図  10号住居跡出土遺物・……26

第 28図  1号住居跡・………………27

第 29図  1号住居跡出土遺物・……。28

第 30図  3号住居跡・………………29

第 31図  5号住居跡 。………………29

第 32図  3号住居跡出土遺物・……・30

第 33図  5号住居跡出土遺物 。……。31

第 34図  7号住居跡・………………32

第 35図  7号住居跡出土遺物・……。32

第 36図  13号住居跡・……………。33

第 37図  13号住居跡出土遺物・……33

第 38図  遺構外出土遺物

(平安時代)。 中中034

第 39図  16号住居跡・……………。35

第 40図  子持勾玉型式分類模式図…38

図 版 4 1号住居跡出土遺物

3号住居跡出土遺物

5号住居跡出土遺物

6号住居跡出土遺物

2号住居跡出土遺物

10号住居跡出土遺物

12号住居跡出土遺物

H号住居跡出土遺物

図 版 5 15号住居跡出土遺物

17号住居跡出土遺物

遺構外出土遺物 (古墳時代)

遺構外出土遺物 (平安時代 )

子持勾玉

第 16表  5号住居跡遺物観察表・中031

第 17表  7号住居跡遺物観察表 。中●32

第 18表  13号住居跡遺物観察表(1)。 33

第 19表  13号住居跡遺物観察表(2),34

第 20表 遺構外出土遺物観察表
(平安時代)・ ……35

図 版 1 調査前風景
遺構検出状況

(B-19・ B-20グリッドイ寸近)

遺構検出状況

(B-38・ B-39グリンド4寸近)

1号住居跡

1号住居跡カマド

2号住居跡

3号住居跡

3号住居跡遺物出土状況

図 版 2 4号住居跡

5号住居跡

7号住居跡

表 2号住居跡遺物観察表……10

表 4号住居跡遺物観察表……11

表 6号住居跡遺物観察表……13

表 8号住居跡遺物観察表……14

表 11号住居跡遺物観察表中…15

表 12号住居跡遺物観察表……17

表 15号住居跡遺物観察表……19

表 17号住居跡遺物観察表(1)。 20

図 版 目次

10号住居跡

10号住居跡カマド

12号住居跡

12号住居跡遺物出土状況

図 版 3 15号住居跡

15号住居跡カマド

15号住居跡遺物出土状況

17号住居跡

17号住居跡遺物出土状況 (1)

17号住居跡遺物出土状況 (2)

1号竪穴状遺構

子持勾玉出土状況

表 目 次

9表  17号住居跡遺物観察表(2)・ 21
10表  1号竪穴状遺構遺物観察表。22

11表 遺構外出土遺物観察表
(古墳時代)… …・24

12表  10号住居跡遺物観察表(1)。 26

13表  10号住居跡遺物観察表(2)。 27

14表  1号住居跡遺物観察表・…。28

15表  3号住居跡遺物観察表・中●31

第 1

第 2

第 3

第 4

第 5

第 6

第 7

第 8

第

第

第

第

第

第

第



第 I章 調査に至る経緯 と概要

今回報告する五里原遺跡の発掘調査は、山梨県峡東地域振興局石和建設部 (現在の山梨県峡東建設事務

所)によつて行われた主要地方道甲府笛吹線の道路拡幅と歩道設置工事に先立ち実施されたものである。

この工事は合併して笛吹市となる前の東大代郡人代町の時に、歩行者の安全確保を主な目的として計画さ

れたもので、平成 13年度に長さ約 80mを対象として発掘調査と工事が行われている。今回はそこからさ

らに西側へ約 210mの区間で工事が行われることとなり、山梨県峡東地域振興局石和建設部から事業用地

内の埋蔵文化財の所在について、人代町教育委員会に照会が行われた。そこで、町教育委員会では遺跡地

図との照合を行い、事業用地が周知の埋蔵文化財包蔵地である五里原遺跡内に所在していることを確認、

さらに、平成 13年度の工事施工区間で行つた発掘調査の状況から判断して、今回の事業用地内にも埋蔵

文化財が所在している可育旨畦が高いことから、山梨県教育委員会学術文化財課、山梨県峡東地域振興局石

和建設部、人代町建設整備課と協議を行い、試掘調査を実施して埋蔵文化財が所在している範囲とその状

況を事前に調査し、その結果を基に再度協議を行うこととした。

試掘調査は文化庁および山梨県から補助金を受け、平成 16年 4月 13日 から平成 16年 4月 22日 にか

けて行つた。その結果、古墳時代から平安時代にかけての土器が出土し、竪穴住居跡と考えられる落ち込

みやカマ ドが確認され、工事予定地の東端から西側へ向かつて、概ね 105mの範囲で埋蔵文イ顔オが所在し

ていることが明らかとなつた。そこで、山梨県峡東地域振興局石和建設部、人代町建設整備課、町教育委

員会はその範囲に所在する埋蔵文化財の取り扱いについて協議を行い、工事日程も差し迫つていることか

ら記録保存を目的とした発掘調査を早急に行うこととなった。調査は 6月 議会における補正予算成立後の

平成 16年 7月 7日 に着手し、平成 16年 10月 12日 の町村合併後は笛吹市教育委員会が引き続き調査を

行い、平成 16年 ■月 26日 に終了した。その後、他の遺跡の発掘調査や室内整理作業、調査報告書の作

成等を行いながら断続的に出土遺物等の整理作業を行い、平成 19年 3月 に調査報告書を刊行するに至っ

た。

第Ⅱ章 遺跡の位置と環境

第 1節  位置と地理的環境

山梨県笛吹市は甲府盆地の中央部やや東寄りに位置しており、東側は甲州市および大月市と、西側は甲

府市、南側は南都留郡富士河口湖町、北側は山梨市とそれぞれ境を接している。市の総面積は 201.92k♂

で、地形的にみると市の名称の元になった奥秩父山系の一つである標高 2,475mの甲武信ヶ岳に源流を発

して、南巨摩郡鰍沢町で釜無川と合流して富士川となる笛吹川を挟んで、南東側には御坂山塊とその北斜

面の山地や丘陵、笛吹サ||の支流である州 ||、 浅川、金サII、 日川等、また、日川に流入する大石川、京戸川

等の河川がそれぞれ形成した扇状地が広がっており、北西側には大蔵経寺山や兜山、棚山をはじめとする

秩父山地の前衛の山々、周囲の山塊から運ばれてきた土砂が笛吹サ||や平等川により横に拡散されたことに

よつて形成された沖積地が広がっている。

五里原遺跡は浅川によつて形成された浅川扇状地の扇央部にあるが、その中でも扇端部に近いところに

立地している。この扇状地は甲府盆地の南東縁に発達した扇状地群の中で西端部に位置しており、異なる

時代に形成された二段の扇状地である。人代町竹居区の門林付近を扇頂として北西方向に甲府盆地にむか

つて約 70度に開く扇型をしており、面積は約 8kだ、その扇端は人代町の北、南、永井、米倉という地区

の北西寄りにみられる小さな急斜面あたりまでで、笛吹川の沖積地、かつての氾濫原と境を接している。

今回調査を行つた地点は標高約 282mを測り、南東から北西に向かつて公々に標高を減じていくような緩

やかな傾斜地となっている。
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第 2節 歴史的環境

笛吹市は平成 16年 10月 12日 に東人代郡下の石和町、御坂町、一宮町、人代町、境川村、東山梨郡下

の春日居町が合併して誕生し、その後、平成 18年 8月 1日 に東大代郡芦川村を編入して現在に至ってい

る。これらの町村は、県内でも屈指の遺跡集中地帯を構成しており、合併前にはさまざまな開発工事に伴

う遺跡の発掘調査が盛んに行われていた。遺跡を時期的にみると、縄文時代から近世にわたる各期を通し

て存在しており、その分布も粗姑がみられるものの市内のほぼ全域に広がっていて、古来より人々の足跡

が多く刻み込まれてきたことが窺える。

五里原遺跡は昭和 39(1964)年に刊行された『山梨県遺跡地名表』には掲載されていなかったが、昭

和 50(1975)年 に刊行された『人代町誌』には、具徳的な遺跡名は示されていないものの縄文時代中期

後葉から後期初頭の上器や古墳時代前期の上師器をはじめとする遺物の散布がみられると紹介されており、

その存在が広く知られるようになった遺跡である。その後、昭和 53(1978)年に刊行された笛吹川沿岸
土地改良事業地域内の『埋蔵文化財分布調査報告書』や昭和 54(1979)年に刊行された『山梨県遺跡地

名表』では、人代町の南区のほぼ全域と北区の一部を大きく括った南北遺跡の中に含められており、昭和

58(1983)年に人代町教育委員会が今回の調査地点から約 80m南側を調査した際には工里原遺跡という

遺跡名を付けるなどして、遺跡名に統一性がみられなかった。このため、平成元年度に人代町教育委員会

が行つた遺跡の詳細分布調査では、昭和 58年度に調査した地点を含めた東西約 500m、 南北約 250mの範

囲を五里原遺跡としている。

第 1図 遺跡位置図 (S三 1150,000)
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1 五里原

8神 田

15天神原

22横 田

29三原沢

36奴 白屋敷跡

43浪人屋敷跡

50無名古墳

57狐塚古墳

2長崎
9堀ノ内
16今宮

23長沢

30大庭

37_L′ Jヽ下

44森の上北

51伊勢塚古墳

58弁財天塚古墳

3根岸
10下新兵衛屋敷跡

17町屋

24馬見塚

31武田信成館跡

38久保A

45森の上南

52真根子塚古墳

59鎧塚古墳

4弁 支天

11原

18長慶寺

25柳 田

32奴 白

39金地蔵

46馬見塚古墳

53国栗塚古墳

60無名古墳

5扇田
12二子塚

19宮之後

26芦 )1田

33能成寺跡

40伊勢之宮

47山神塚古墳

54無名古墳

61樹塚 (荘塚)古墳

6真道澤
13向 原

20豊気

27渋 田

34竹之内

41八王子

48地蔵塚古墳

55信守塚古墳

62物見塚古墳

7侭ノ下
14下原

21下長崎

28身洗沢

35飯 田氏屋敷跡

42下神之木

49双子塚古墳

56能成寺塚古墳

63古柳塚古墳

第 2図 周辺遺跡分布図 (S=1:10,000)

当 劇 。鰺 聯 rdf

″/″
′f/°な

浮扮

―-3-



本遺跡はこれまでに 3回の発掘調査が行われている。いずれも人代町教育委員会によって行われたもの

であるが、古墳時代前期の住居跡、同中期の住居跡、同後期の住居跡、土坑、カマ ド跡、配石址、溝状遺

構、平安時代の住居跡をはじめ、時期不明の竪穴状遺構、土坑、焼土跡が確認されている。また、遺物も

縄文時代中期前葉および中期後半から後期初頭の土器や石器、古墳時代および平安時代の土師器、須恵器、

鉄製品等が多数出土していることから、本遺跡は縄文時代中期前葉および中期後半から後期初頭や古墳時

代、平安時代の遺跡で、中でも古墳時代と平安時代を中心とする遺跡であることが明らかとなっていた。

本遺跡が所在する浅川扇状地上には、先に行われた分布調査によつて縄文時代から近世に至る多くの遺

跡が存在していることが確認されている。これらの遺跡の中で発掘調査が行われているものはまだ限られ

ており、その様相が明らかとなっている遺跡は決して多いと言えるような状況ではないが、近年になって

発掘調査事例が徐々に増加してきており、その様相が明らかとなりつつある。

本扇状地内に所在している縄文時代の遺跡は、花鳥山遺跡、銚子原遺跡、上の平A遺跡等といつた扇状
地の南東側に広がる丘陵上に所在する遺跡ほど濃密ではないが、前期末および中期中葉から後期前葉にか

けての遺跡が、扇状地の扇頂部と扇央部に点在している。これらの中で最も注目される遺跡が三光遺跡で

ある。この遺跡は扇頂部に立地しており、中期後葉から後期前葉にかけての土坑、竪穴状遺構、集石跡、

配石遺構、焼土跡等が確認され、祭祀的な要素を持った遺構が多数確認されている。この三光遺跡と同様

に祭祀的な要素を持つ遺跡に梨木遺跡がある。この遺跡は扇央部といつても扇頂部近くに立地しており、

縄文時代前期末の集石土坑や配石土坑、集石跡、土坑等が確認されている。この他、扇央部に立地してい

る堀ノ内遺跡 (9)、 金地蔵遺跡 (39)、 下長崎遺跡 (21)、 南居遺跡、夜長遺跡、東小山 B遺跡で縄文時
代の遺構が確認されているが、三光遺跡や梨木遺跡と違った様相を呈している。堀ノ内遺跡では中期後半

の曽利V式期に属する埋甕と土坑が確認されており、金地蔵遺跡では詳細な時期までは不明だが落し穴状
の土坑、下長崎遺跡では後期前葉の堀之内式期に属する溝状遺構、夜長遺跡では前期末頃の上坑、東小山

B遺跡では中期中葉の新道式劇に属する土坑、南居遺跡はトレンチ 2本を設定しての試掘調査によるもの

であるが、中期後半の曽利Ⅱ～Ⅲ式期に属する住居跡と土坑状の落ち込みが確認されている。

弥生時代では遺跡が扇央部や扇端部に立地するようになり、なかでも地下水位が高く、自然湧水がみら

れるような扇端部辺りに多くみられる。この時代の遺跡では身洗沢遺跡 (28)の調査が行われており、後

期の住居跡 2軒と水田跡が確認されている。身洗沢遺跡は地下水位の高い扇端部から笛吹川の沖積地へと

移行するあたりに立地する遺跡で、旧河道や浅谷などの微凹地に挟まれた細長い尾根状を呈する微高地上

に小規模な集落が、微凹地に水田跡が営まれている様子が確認されており、碧時の集落の在り方を考える

上で貴重な存在となっている。

古墳時代では前期、中期の遺跡は規模も小さく、遺跡自体多くないが、後期になると遺跡が拡大し、そ

の数も増加する傾向が窺える。

前期は弥生時代と同様に扇央部や扇端部に遺跡が立地しており、身洗沢遺跡、伊勢之宮遺跡 (40)、 金

地蔵遺跡で調査が行われている。身洗沢遺跡は弥生時代後期から継続している遺跡で、住居跡、掘建柱建

物跡、竪穴状遺構、土坑、溝状遺構、ピット群等が確認されている。伊勢之宮遺跡は、北 1300番地より

焼土や住居跡の床面が S字甕や壷などの遺物を伴つて確認されたという記載が「人代町誌」にあり、真根

子塚古墳の発掘調査の際にも溝状遺構やピットが確認されている。また、伊勢之宮遺跡の南東側に隣接す

る金地蔵遺跡でも住居跡や土坑が確認されている。

中期では本遺跡で住居跡が確認されているほかは、現在は下長崎遺跡となっているが、昭和 61(1986)

年から 62(1987)年にかけて三光神遺跡として調査されたところから、遺物が多量に出上しているのが

目につく程度である。しかし、中期の古墳として扇端部付近に立地する狐塚古墳 (57)、 扇央部に立地す

る団栗塚古墳 (53)や真根子塚古墳 (52)、 扇状地内ではないが笛吹川の沖積地に立地する人幡塚古墳が

みられることから、他にも遺跡が所在している可育B陛が窺われる。

後期になると、前期や中期に比べ集落の拡大化、拡散化傾向が強まり、前期や中期に集落がみられなか
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つたところにまで集落が広がっている。堀ノ内遺跡、人王子遺跡 (41)、 下長崎遺跡で住居跡等が確認さ

れている。このうち、堀ノ内遺跡と下長崎遺跡では多くの住居跡が確認されていることから、比較的規模

の大きな集落が営まれているようである。また、全長 10。9mの横穴式石室を有する地蔵塚古墳 (48)、 須

恵器や銀製の鈴が出上した馬見塚古墳 (46)、 山梨県指定の考古資料が出土した古柳塚古墳 (63)や御崎

古墳、昭和 43(1968)年に調査された蝙蝠塚 1号墳をはじめ、後期に築造された古墳が浅川右岸の自然

堤防上を中心に、扇状地の扇頂部から扇央部にかけて多数みられる。

奈良 。平安時代になると、古墳時代後期にみられた集落の拡大化、拡散化傾向がさらに強まり、扇状地

一帯に遺跡の分布がみられる。古墳時代後期から続いている遺跡としては堀ノ内遺跡、人王子遺跡、下長

崎遺跡があるが、これら以外にも大庭遺跡 (30)、 金地蔵遺跡、堀川遺跡、森の上南遺跡 (45)、 町屋遺跡

(17)、 夜長遺跡、四反田遺跡、東小山B遺跡、東小山 C遺跡で住居跡や土坑、溝状遺構等の遺構が確認
されている。また、扇状地の扇端部付近から笛吹川の沖積地にかけての広範囲なエリアを中心に、敷設時

期がはつきりとしない面もあるが、平安時代後期から中世前期に敷設されたと考えられる条里制の地割跡

が明瞭に残されている。

ところで、10世紀前半に編纂された 防日名類衆抄』には、当時の山梨県に所在していた郡郷名が記載さ

れており、人代郡には長江、白井、沼尾、河合、人代の 5郷が所在していると記載されている。この中で

浅川扇状地上に所在していたと考えられているのが長江郷と人代郷で、長江郷は笛吹市人代町の永井がそ

の遺称とされており、永井のほかに米倉、岡、増田地区あたりが想定されている。一方、人代郷は人代町

の南、北、高家、竹居、奈良原、御坂町の竹居地区あたりが想定されている。

中世では小山城跡や武田信成館跡 (31)、 能成寺跡 (33)が 目を引く遺跡である。小山城は築城年代を

はじめとして、城の詳細については確かな資料がなく定かでないが、伝承によると宝徳年間 (1449～ 1451

年)に穴山伊豆守がこの城にいて武田信重を襲撃したといわれており、また、永正年間 (1504～ 1520年 )
には大山伊予守信永の居城であつたともいわれている。また、武田信成館跡は、現在、龍沙山清道院とい

う寺院になつているが、信成が信州へ出陣中に攻められて館が落ち、夫人が館内にある井戸に身を投げた

ため、子の信春が応永 17(1410)年に母の菩提を弔うため、館跡に寺をだJ建 したといわれている。能成

寺跡は武田信守が貞和年間 (1345～ 1349年)に開いた寺の跡で、武田信玄によつて甲府に移されるまで

の間、信守の菩提寺となっていた。この寺跡からは、昭和 13(1938)年に宝筐印塔 10基を含む 100基近

い五輪塔が発見されており、往時の繁栄を窺い知ることができる。

このように多くの遺跡が立地する浅)|1扇状地には、古代甲斐の国を通る主要な九本の古道、いわゆる甲

斐九筋の中の一つである若彦路が東西に縦貫している。若彦路は甲府市の東部にある善光寺や酒折宮の周

辺 (旧板垣村)を起点にしたといわれており、国玉、七沢を通つて笛吹川 (明治 40年の大水害以前は現在

の平等川とほぼ同じ流路であった)を渡り、笛吹市石和町の東高橋、今井、小石和、笛吹市人代町の新浜、

竹之内、高家、竹居、奈良原を経て鳥坂峠を越え、笛吹市芦川町新井原、上芦川へ、さらに大石峠を越え

て南都留郡富士河口湖町の大石に出て、富士山西麓を南下して静岡県富士宮市の上井出へ、その後、春田

道に合流して静岡県富士市吉原で東海道へと繋がっていた。この道については日本武尊が東国征伐の帰途

に、甲斐の酒折宮へ立ち寄られた時に通つてきた道という伝説が残つている。また、鎌倉時代に編纂され

た『吾妻鏡』には、治承 4(1180)年 10月 に行われた源氏と平家による富士川の合戦の際に、甲斐源氏が

軍を進めた道として若彦路という名が記載されている。このことから、古くから甲斐と駿河を結ぶ重要な

ルー トとして整備された道となっており、多くの文物がこの道を通して甲府盆地にもたらされてきたこと

が窺い知れる。このため、甲府盆地の出入口にあたる浅川扇状地は、周辺の地域に比べて古くから開けて

おり、盆地内でも古手で、しかも比較的規模の大きな古墳が多数所在し、古墳時代から平安時代にかけて

の規模の大きな集落跡、中世の城館跡等、重要な遺跡が多数みられ、笛吹市のみならず山梨県の歴史を解

明する上で、欠くことのできない重要なエリアとなっている。
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第Ⅲ章 調査の方法 と層序

今回の発掘調査は、主要地方道甲府笛吹線の道路拡幅と

歩道設置工事に伴うもので、調査範囲は幅が新たに道路や

歩道となる部分で 3～ 3.5m、 長さが試掘調査によって埋蔵

文化財の所在が明らかとなつた約 105mである。調査にあ

たつては一辺 5mのグリンドを設定したが、このグリンド

は、今回の調査区が平成 18年度に調査された箇所と、幅

約 5mの市道を挟んで西側に続いているところであること

から、平成 13年度の調査時に設定されたグリンドを延長

するような形で設定した (第 4図 )。 このため、グリッド

は東から西に向かつて 18・ 19。 20～40の算用数字を、北

から南に向かつて A・ BoC・ D・ Eのアルファベットを用
いて呼称している。なお、調査区域の中で B21～B25グ リ

ンドおよび B31～B38グ リンドにかけては、一般住宅や工

務店の作業場、店舗兼住宅に必要な出入り口確保のため、

また、B87グ リンドは既存の道路で、生活用道路ばかりで

なく、小 。中学校への通学路にもなっていることから、今

回は調査を行うことができなかつた。

調査の方法としては、重機により表土を除去した後、人

力で精査して遺構の検出作業を行い、その後、検出された

各遺構の調査を行った。

本遺跡の基本層序は次に示す通りである。

Ⅳ層

表土層 (耕作土)

暗茶褐色土 (ス コリア・赤褐色粒子を微量含むc)

黒茶褐色土 (ス コジア・カーボン・赤褐色粒子

を含む。)

黄褐色砂 (操を含む。)

3/

層

層

層

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

|

i

,

ヽ

′

ヽ

少

日
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第 4図 グリッド設定図 (S=1:500)
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第 1節  古墳時代の遺構と遺物

1.竪穴住居跡

2号住居跡 (第 6・ 7図、第 1表 )

本住居跡は B-28・ B-29グ リンドに位
置している。4号住居跡と重複しており、
重複関係は4号住居跡によつて北東コーナ

ー付近が切られている。

南側が調査区外にあるため全貌は明らか

でないが、平面形は方形を呈するものと思

われ、現状の規模は東西 2.8m、 南北 2.7m

である。壁は緩やかに立ち上がっており、

壁高は最大で 22cmを測る。床は概ね平坦

で、貼床や硬化した面は確認できなかった

が、比較的しっかりとしている。カマ ドは

確認されていない。

遺物は覆土中から土師器が多く出土して

いる。図示できたものは 13点で、郵 (1・

2)や坑 (3)、 高不 (4～ 8)、 甕 (9)、 台付

甕 (10・ 11)、 靖 (12)、 壷 (13)が ある。

＼
�彪

10

0

第Ⅳ章 遺構と遺物

A(28240m)                     A
2      1      3

1明黒茶褐色■ (ス コリア・カーボンを含む。)
2明黒茶褐色■ (黄褐色砂粒子 黄欄色砂ブロックを含む。)
3暗黒茶福色■ (黄褐色砂粒子・ カーボンを含む。) 0               2m

第 6図  2号住居跡

（Ｅ
ｏ
寸
［
∞
Ｕ
∞

＼
＼　
・６

12

第 7図  2号住居跡出土遺物
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第 1表  2号住居跡遺物観察表
物
号
還
番

別
種
種
器

娠ff
(%)
状態 大きさ(clll) 調整 。文様 。技法 胎土・焼成・色調 備 考

l
土師器
不 帷肺麟

口  く9,0, 外 向 ―ヘ フ ク ス リ
内面―ナデ

献 笹 (亦G秘 す  日 g秘 十 ジ
良好
明黄茶褐色

土師器
杯

口縁都
破片

口  (15,0) 外 国 一 ヘ フ グ ス ツ
内面―ヘラミガキ

楔 智 (亦包 種 十 ジ

良好
黒茶褐色

土師器
坑

日縁～
胴部
破片

口  (9。 2) /1・田 ― ヘ フ グ ス ツ

内面―ナデ
粗い (砂粒 )
良好
明赤茶褐色

舛面磨耗

4
土師器
高不

日稼～
胴部
破片

日  (lr。 もノ /1・ Hl一ヘフクスツ→ヘフミガキ
内面―ヘラミガキ

献 狙 跡 包 種 す  日巴 杜 す ブ
良好
暗赤褐色

上師器
高不

口縁～
胴部
破片

口  (13.6, グト劇~ヘフグスツ
内面―ナデ 指頭痕

駅 裕 跡 巴 杜 十  日色 柾 十 ,
良好
暗赤茶褐色

土師器
高不

部
み
脚

の

外 国 ― ヘ フ ミ刀 千

内面―ナデ シボリメ
駅 笹 (亦包 種 十  日色 紅 十 ,
良好
暗赤茶褐色

7
土師器
高邦

部
片
脚
破

外面―ヘラクズノ→ヘラミガキ
内面一ヘラケズヅ ナデ

椒 笹 (小日 種 ~十  日 巴 秘 十 ,

良好
明黄茶褐色

輔訪
部
片
脚
破

クトロ
~ヘ
フ タ ス ノ

内面―ナデ 指頭痕
駅 笹 く亦 巴 秘 す )

良好
淡赤茶褐色

9
土師器
甕

口縁部
破片

日  (14.4) /1・ローハグ
内面―ハケ

省 (笠芸 博  υ 種 ,
良好
黄茶褐色

器
甕
師
付
土
台 接合部

71・ lEl― ハグ 密 (金雲母 砂粒 )
良好
暗黄茶褐色

器
甕
師
付
土
台 接合部

牛向 一ヘ フ タ ス リ→ ヘ フ ミガ キ

狩面―ナデ
得 び 日 秘 す  υ 剋 ブ

良好
黄茶褐色

土師器
増

部
片
胴
破

ント回―ヘフグスツ
莉面―ナデ

給く亦包杜十 日色柾十 ,
良好
赤茶褐色

土師器
壷

部
片
胴
破

朴回 ― ヘ フ タ ス ツ

狛面―ナデ
駅 笹 く亦 色 柾 十  υ 枢 ,
良好
暗黄茶褐色

4号住居跡 (第 8・ 9図、第 2表 )

本住居跡イまB-28・ B-29グ リッドイこ

位置している。2号住居跡と重複してお
り、重複関係は 2号住居跡を切つて構築

している。

住居跡の南側が一部確認されたに留ま

ったためその全貌は明らかでないが、確

認できたところの形状から推測すると、

平面形は隅丸方形または隅丸長方形を呈

するものと思われ、現状の規模は東西

3.Om、 南北 0.6mである。壁は確認され

た壁高が 14cmと低いため、はっきりと

言い切れない面もあるが、緩やかに立ち

上がる傾向が窺える。床は概ね平坦で、

貼床や硬化した面は確認できなかったが、

比較的しっかりとしている。カマ ドは確

認されておらず、調査区外に所在してい

6           7

1表土
2明暗茶福色土 (シマツが弱い。)
a明暗茶褐色■ (礫を歩量に含と、)
4明黒茶褐色上 (明暗茶褐色土ノロックを多量に含む。)
5暗灰茶欄色上 (焼土粒子 カーボンを少量含む。)
6黒灰茶編色■ (焼土粒子 カーボンを含む。)
7明黒茶褐色土 (焼土粒子 カーボンを多量に含む。)

0                          2m

調査区外 A′
 ゝ

|

A(282932m)

日

Ｍ

性

Ｆ

〆
一
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第 8図  4号住居跡



る可能1性がある。

遺物は覆土中から土師器が多く出上している。図示できたものは 5点で、杯 (1・ 2)や対 (3)、 変 (4・

5)がある。

図      )

0                         1 0cm

第 9図  4号住居跡出土遺物

第 2表 4号住居跡遺物観察表
遺物
番号

別
種
種
器 斯∽

状態 大きさ(clll) 調整・文様・技法 胎上 。焼成・色調 備 考

1
土師器
然 園麟

口 (12.0) 外面―ナデ→ヘラクズリ
内面―ナデ

緻密 (赤色粒子 金雲母 )
良好
暗茶褐色

土師器
杯 鞠麟

口  (12.2) 朴白―ヘ フタス リ→ヘ フミ刀キ
為面一ヘ ラミガキ

献 省 く亦 日 秘 十 笠 雲 再 ′

良好
暗茶褐色

土師器
壷

口縁部
破片

日  (10,0) /1・ 回 ― ア ア

為面―ナデ
俗 く亦 包 租 十 釜 芸 は ,

良好
暗赤茶褐色

土師器
甕 鞠麟

日  (30.0) 4回 一アア
勺面―ナデ

やや粗い(金雲母 砂糊
良好
明茶褐色

5
土師器
甕

日縁部
破片

口  (32.6, ント回
~ア
ア

角面―ナデ
ヾ難 い鼈藤軍営 砂紅

'良好
淡茶褐色

6号住居跡 (第 10日 11図、第 3表 )

本住居跡はB-30グ リンドに位置している。
西側が調査区外にあるため全貌は明らかでないが、平面形は隅丸長方形を呈するものと思われ、現状の

規模は東西 3.2m、 南北 2.6mである。壁は緩やかに立ち上がっており、壁高は最大で 43cmを測る。床は

多少の凸凹がみられるものの概ね平坦で、貼床は確認できなかつたがカマ ドの周辺を中心に硬化していた。

カマ ドは北壁に構築されており、約半分が調査区外に所在しているため全体的な規模はわからないが、現

状確認できた規模は長さ 76cm、 幅 35cmである。袖部に礫や粘土は確認できなかったが、砂質の地山を

掘り残した部分がみられる。燃焼部には深さ4cm程度の掘り込みがあり、焼土はブロック状に検出されて

いるが、明確な堆積は認められなかった。

遺物は土師器や須恵器、土製品が出土している。出土量は多く、図示できたものは 12点で、土師器に

は杯 (1～ 3)、 娩 (4)、 甕 (7～ 9)、 鉢 (5)、 高郭 (6)、 手捏土器 (■ )、 須恵器には蓋 (10)、 土製品に

は土玉 (12)が ある。この中で、甕 (7)と 土玉 (12)はカマ ドの上から、邦 (1)と甕 (8)はカマ ドの

周辺から出土している。

-11-



A(281.877m) 」麟 監罐報富余究サケ篭埜シ釘夢と難越講含む。)
3明黒茶褐色■ (焼土ノロックを多五に含帆 )
4明黒茶鶴色土 鶴 土粒子・カーボンを少二合む。)
5明黒IB色 土 (焼と粒子・カーボンを篠Д含む

`)0明黒協色主 (焼IHTを 徹と含tr.)

00                         2‖

0                       10cm

第 10図  6号住居跡

7

10

6号住居跡出土遺物
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第 3表 6号住居跡遺物観察表
物
号
遺
番

別
種
種
器 姉∽

状態 大きさ (clll) 調整・文様・技法 胎土・焼成 。色調 備考

l
土師器
バ

口稼～

底部
破片

口 (12.2,
高  (4.3)

外 国
~ヘ
フ グ ス ツ→ V｀ フ ミ刀 千

内面―ヘラミガキ
駅構 (目 色 種 十 ,

其好
瞥黒茶褐色

殉外面 とも黒彩痕

2
上師器
不

口縁部
破片

口  (11.8) /1・回 一 ヘ フ グ ス ツ

内面―ナデ→ヘラミガキ
徴密 (赤色粒子 白色粒子)
良好
淡赤茶褐色

3
土師器
杯

日続驚部
破片

日  (138) 外面一ヘラクズツ→ヘラミガキ
内面一ヘラミガキ

獣 雀 (亦巴 種 す ノ

良好
淡茶褐色

4
上師器
坑

口縁部
破片

口  (10.0) ノト回 ~ヘフタム ツ
内面―ナデ

駅 狙 (亦包 杜 十 ,

良好
明茶褐色

5
土師器
鉢

口縁部
破片

日  (15.6) 外 国 ― ハ ゲ → ア ア
内面―ハケ

楔 鶴 (υ柾 ,

良好
暗赤茶褐色

6
土師器
高不

接合部

各 回 一 ヘ フ グ ス ツ

為面―ナデ
臥 賀 く亦 日 卍 す 多 ′

良好
淡黄茶褐色

7
土師器
甕

日縁～
胴部

日  22.6 期m―ハヶ
勺面―ナデ

笹 (亦色 秘 十 °υ 秘 多 ,

良好
淡赤茶褐色

欧 しい ゆ が み あ り

8
土師器
甕 欄研

口  (15.0) ントロヨ~~ハ

'万

  TH乾民ガ髯
狛面―ハケ

後 (亦包 種 十  υ 柾 ,
良好
淡赤茶褐色

9
土師器
甕 醐研

日  (19.8) 朴 回 ― ヘ フ グ ス ツ
勺面一ハケ→ナデ

密 (赤色粒子 金雲母 砂粒 )
良好
淡茶褐色

須恵器
蓋 爛研

日  (122) 外面―ロクロ整形
狛面―ロクロ整形

燃 4台 (日 g秘 ■リ
良好
暗灰褐色

手捏土器
部
片
体
破

騒 ント回~アア
為面―ヘ ラケズ ツ ナデ
底部―ナデ

駅絹 日ヽ包柾す ,
良好
暗褐色

物
号
遺
番

品名 出上位置 状 態 縦 (clll) 横 (clll) 厚さ (clll) 重量 (g) 備  考

土玉 6号住 完形 1.7

8号住居跡 (第 12口 13図、第 4表 )

本住居跡はB-26グ リンドに位置している。3号
住居跡と重複しており、重複関係は 3号住居跡によ

つて切られている。

住居跡の大半が調査区外にあるため全貌は明らか

でないが、確認できたところの形状から推測すると、

平面形は隅丸方形または隅丸長方形を呈するものと

思われ、現状の規模は東西 2.6m、 南北 3.6mである。

壁は緩やかに立ち上がってお り、壁高は最大で

42cmを測る。床は概ね平坦で、貼床は確認できな
かったが、ところどころで硬化した面が確認された。

カマ ドは確認されておらず、調査区外に所在してい

る可含蟄陛がある。

遺物は覆土中から土師器や須恵器が出土してい

る。出土量は多いが小破片のものが多く、図示でき

たものは土師器のみ 5点で、高杯 (1)や甕 (2・ 3)、

壺 (4)、 手捏土器 (5)がある。

1黒灰茶褐色土 (続 土粒子を比較的多曇に カーボンを少厳台む。)
2明 黒灰茶傷色

=(統
と粒子 カーボンを少量含む.)

3黒灰赤偶色I(範上粒子 カーボンを少疑含む。)
4明 黒灰茶爵tと (能 主粒子 カーボンを鷺較的多量に含む。)
S明黒安茶lB色土 (燒 上粒イ カーボンを少畳含む。)

0

―
―
―
―
―
サ
／
ふ
　
ド
・

（〓
∞
∞∞
剣∞
劇）
ω

調査区外
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第 12図  8号住居跡
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第 13図  8号住居跡出土遺物

第 4表  8号住居跡遺物観察表

11号住居跡 (第 14・ 15図、第 5表 )

本住居跡はB-39グ リッドに
位置している。l号竪穴状遺構と

重複しており、重複関係は 1号竪

穴状遺構を切つて構築している。

住居跡の大半が調査区外に所在

しており、北壁も後世の構状の掘

り込みによつて破壊されているこ

とからその企貌は明らかでないが、

平面形は確認できたところの形状

から推測すると隅丸方形または隅

丸長方形を呈するものと思われ、

ヵクラ
ン

A

独 !
9  ~`~

2明暗茶褐色上 (ス コツアを微量含む。)
3暗茶褐色上 (焼土粒子 黄福色上粒子を含む。)
4明暗茶禍色土 (焼土粒子 カーボンを多量に含む。)
9暗黒黄茶褐色土 (焼土粒子 カーボンを少重含む。)
10暗黒黄褐色土 (黄 白欄色砂粒子を多量に含む。)
11暗黒茶褐色■ (砂利を合む。)
12暗黒茶褐色土 (砂利を少盈含む。 11よ り黒味あり。)
14明黒茶褐色土 (砂利を多畳に含む。)
15黄 白褐色砂質土 (砂和Iを少量含む。)

一―Ⅷ市

別
種
種
器

表存
(%) 状

態 大きさ (clll) 調整・文様・技法 胎土・焼成 。色調 備 考

1
土師器
高杯 確肺研

日  (17.0) 外 国 一 ハ グ → ア ア
内面一ハケ→ナデ

楔 督 亦ヽ 色 種 十 日 包 柾 十 ,

良好
暗赤茶褐色

2
土師器
甕

部
片
底
破

底   72 外面一ハケ→ヘラクズツ
内面―ヘラケズフ→ナデ
底部―木葉痕

衡 (υ柾 ,
良好
淡茶褐色

3
土師器
甕

日縁笥
破片

日  (29,0, 外向一ハク
内面―ハク

ヾ や 粗 い 砂 粒 ,

良好
黄茶褐色 (一部黒褐色)

4
上師器
壷

部
片
底
破

医  (6.6) 外国一ハゲ→アア
内面―ハケ→ナデ
底部一木葉痕

やや粗い (赤色粒子 砂粒 )
良好
明赤茶褐色 (一部黒褐色 )

5 手捏上器

日縁～
底部
破片

口

一局

底

外国一アア
内面一ナデ
底部―ナデ

献 密 く亦 色 種 子 日色 種 十 ,

良好
淡赤茶褐色 (一部黒茶褐色)

調査区外
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第 14図  11号住居跡



現状の規模は東西 2.4m、 南北 0.7mである。壁はやや急角度で立ち上がっており、壁高は最大で 32cmを

測る。床は平坦で、貼床や硬化した面は確認できなかった。カマ ドは確認されておらず、調査区外に所在

している可能性がある。

遺物は覆土中から土師器が出上している。出土量は多いとはいえず、図示できたものは 6点で、イ (1
～3)や筑 (4)、 甕 (5)、 手捏土器 (6)がある。

V
6

0                           10cm

第 15図 11号住居跡出上遺物

第 5表 ■号住居跡遺物観察表
物
号
遺
番

種  男町
器 種 知∽

状態 大きさ(clll) 調整 。文様・技法 胎土・焼成・色調 備考

1
土師器
不
口縁”肺
研

日 外 回 一 ヘ フ グ ス ツ

内面―ナデ
徹蟹 (赤色粒子多)
良好
明赤茶褐色

2
土師器
杯
口縁”脚
研

口 (14,0) 外面―ヘラクズツ (不明際)
内面―ナデ

膠曜 9乾下巳 れと, 日 C研立 ●プ

良好
赤黄褐色

71・ lal磨れ

3
土師器
イ

口縁～
底部

日
高
底

外向―ヘ フクス フ ヘフミガキ
内面一ヘ ラケズ ヅ ヘラミガキ
底部―ヘ ラケズ ツ

駅 笹 く亦 包 租 十 釜 譲 樽 ブ

良好
にぶい橙色

4
土師器
坑 日縁”鰤

口
高

陰

/1・回 ― ヘ フ グ ス ツ

内面―ナデ 指頭痕
底部―ヘラケズヅ

緻密 (赤色粒子 金雲母 )
良好
にぶい橙色

5
土師器
甕 帥研

口 (19.0) 外 国 ― す ア

内面―ナデ
笹 C雲 再  り 秘 ノ

良好
明茶褐色

6 手捏土器 同部”帥

監   3.0 グト回
~ア
ア

内面―ナデ
竹 (日 g杜 す 多

'良好
暗茶褐色

12号住居跡 (第 16図・第 17図、第 6表 )

本住居跡はB-19グ リッドに位置している。13号住居跡、15号住居跡と重複しており、これらとの重
複関係は 13号住居跡には切られているものの、15号住居跡に対してはこれを切つて構築している。

南側が調査区外にあるため全貌は明らかでないが、確認できたところの形状から推測すると、平面形は

隅丸方形または隅丸長方形を呈するものと思われ、現状の規模は東西 4.5m、 南北 0。9mである。壁は緩や
かに立ち上がっており、壁高は最大で 54cmを測る。床は概ね平坦で、貼床は確認できなかったが、全体

的に硬化していた。カマドは確認されておらず、調査区外に所在している可能性がある。

その他の付属施設としては土坑が 1基確認されている。この土坑は住居の北東コーナー付近で検出され

ており、規模は長径 80cm、 短径 66cm、 深さ25cmを有する。

遺物は覆土中から土師器や須恵器が出土している。出土量は多く、図示できたものは 9点で、土師器に

は杯 (1～3)や婉 (4・ 5)、 甕 (6～8)、 須恵器には蓋 (9)がある。
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Q
一〆

i表士
3明黒茶褐色上 (切暗恭褐色土プロックを多量に合む。)
4晴黒葉褐色土 (明暗茶謁色■プロックを少量含む。)
5明黒茶褐色上 (焼上粒子を少な台む。)
6明黒茶褐色土 (焼上粒子を少Д含む。 5よ り黒味が強い。)
7暗黒茶構色■ (黒褐色土粒子を比較的多五に含� )
8暗黒茶褐色■ (灰茶褐色粘上 焼上粒子 プロックを多景に含む。)
0暗黒櫓色土 (晴茶褐色土ノロックを少量含む。)
10明黒褐色土 (暗茶褐色上ブロック・焼土粒子・カーボンを少量台む。)
11明黒福色土 (焼土粒子を少量、カーボンを含む。)
12明黒網色士 (焼土粒子を少五、黄茶偶色砂粒子を比較的多景に、

カーボンを含む。)

13明黒灰褐色■ (黄灰褐色砂粒子を多云に合視 )
14明黒茶福色■ (焼土粒子・カーボンを含む。)
15明 黒茶褐色士 (黄灰褐色砂粒子を多量に含む。)

第 16図 12号住居跡

2

′

7

12号住居跡出土遺物
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第 6表 12号住居跡遺物観察表
遺物
番号

別
櫨
種
器

残 存

(%)
状態 大きさ (clll) 調整・文様・技法 胎土・焼成 。色調 備 考

1
土師器
イ 帷蜘

口
高
12.4)

4.2
件 ロ ー ヘ フ グ ス ツ→ ヘ フ く刀 千

芍面―ヘラミガキ
椒 笹 (亦色 種 十  笠 雲 甘 ,
良好
暗褐色

2
上師器
邦
口縁、脚
麟

日  (12.2, 朴面一ヘラケズヅ→ヘラミガキ
狛面―ヘラミガキ

緻密 (赤色粒子 金雲母)
良好
外―淡茶褐色 内一黒色

内面黒色処理

土師器
イ
日縁、脚
研

口 く13.2) 71・ 向 ―ハ ク → ヘ フ ク ス ツ

為面―ナデ
椒 智 研 包 秘 す  釜 去 再 ノ
良好
赤褐色

利外面とも赤彩痕

土師器
筑

口縁～
胴部
破片

口  (10.2) 外 国 ― ヘ フ グ ス リ→ ヘ フ ミ 刀 キ
内面―ヘラケズジ

献 犠 (亦巴 杜 す 多
'良好

淡茶褐色

土師器
坑

口縁部
破片

口  (17.2) 外面一ヘラミガキ
内面―ナデ

献 笹 く亦 色 種 十  釜 去 樺 ジ
良好
黒褐色

土師器
甕

日縁～
胴部
破片

口  (20,6) タトロ~ヘフグム ツ
内面―ヘ ラケズ ソ

ギ ギ 祖 い 噛鮮票博  紗 柾 ,
良好
明茶褐色

7
土師器
甕

日縁部
破片

日  (30.0, /1・回 ― ハ グ

内面一ハケ ナデ
や や 社 い く金 雲 母  砂 粒 )
良好
暗茶褐色

土師器
甕

口縁～
胴部

口  17.8 71・ lal― ヘフヶスリ ハグ
内面―ハケ

やや粗い (口色粗子 )
良好
明茶褐色

4回 ~部無 く父色

9
須恵器
蓋

日縁～
体部

日 く10.8,
嘉  4,3

外面―ロクロ整形
内面―ロクロ整形

楔 笹 く口色 枢 十 ,

良好
灰褐色

（Ｅ
∞
〇ゆ
∞∞
劇）
∞

も
|ち |

E(283194m)

1表■
2明暗茶協色土 (シマリなし。)
3明黒茶褐色上 (明暗茶褐色上ブロックを多量に含む。)
5明黒茶褐色主 (焼上粒子を少孟含む。)
6明黒茶褐色士 (焼土粒子を少量含とす 5よ り黒咲が強い。)
7暗黒茶褐色土 (黒褐色主粒子を比較的歩量に含む。)
8暗黒茶褐色■ (灰茶褐色粘上 焼土粒子 ブロックを多量に合もち)
O明黒褐色土 (暗茶棚色上ブロック 焼土粒子 カーボンを少盈含む。)
1明黒褐色土 (焼上粒子を少量、カーボンを含む。)
2明黒褐色■ (焼土粒子を少曇、黄茶褐色砂粒子を比較的多量に

カーボンを含む。)

第 18図 15号住居勧

E′

0                              1m

15住カマ ド
1明黒.茶褐色主 (焼土粒子 粘土ブロックを少量含む。)
2明黒茶褐色土 (純上粒子 粘上ブロックを多置に含む。)
3焼上
4暗籍 B色 上 (焼と粒子を多盈に、粘土ブロックを少量含む。)
5暗黒茶褐色上 (焼土粒子を微量に含む。)
6灰茶褐色お土
7暗黒福色i
8明黒茶掲色上 (16号 住覆上。)

crl l

A(283129m) A

_/十
~/庁

猫
ヽ
調
査
区
外
　
　
く
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15号住居跡出土遺物
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第 7表 15号住居跡遺物観察表
物
号
遺
番

別
種
種
器
娠

「(%)
状態 大きさ(cm) 調整 。文様・技法 胎土・焼成・色調 備 考

1
土師器
イ

口縁～

底部
破片

口
高
底

(138)
3.8

(76)

タト回―ヘフグスツ
内面―ヘラミガキ
底部一ヘラケズヅ

給 (亦包 杜 十  釜 芸 甘 ,
良好
暗茶褐色

2
土師器
杯 蜘研

日  (174 外 国 ― ヘ フ グ ス リ

内面―ヘラミガキ
繊 犠 (亦色 柾 十  釜 芸 樽 グ ,
良好
明赤褐色

3
土師器
高イ

脚部

外 lel― ヘ フ タ ス ノ→ ヘ フ ヾガ 千

内面―ナデ シボリメ
密 (赤色粒子 白色粒子)
良好
橙色

4
土師器
甑

日縁～

底部

日

一島

底

グト回
~ア
ア  ヘ フ ケ ム ノ

内面―ヘラミガキ 指頭痕
底部―木葉痕 (穿孔15ヶ所)

ヾヾ 祖 い く赤 色 種 子  砂 柾 ,
良好
暗茶褐色

5
土師器
小型甕

日縁～

底部

日

一局

底

(134)
163
66

夕十回 ― ハ グ   ヘ ラタ考万ス ツ

内面―ナデ
底部―ヘラケズリ

台 砂 種 多

'良好
暗赤茶褐色

6
土師器
甕

部
片
底
破

重  (7.6) 外面―ナデ→ヘラクズノ
内面―ナデ
底部―木葉痕

やや粗い (赤色粒子 金雲母
砂粒 )
良好
明茶褐色

7
土師器
甕

完形

里
局
底

外面―ナデ→ヘラケズツ(一部)
内面―ナデ→ヘラケズリ(一部)
底部―木葉痕 (剥落)

やや粗い (赤色粒子 砂粒
小石 )
良好
暗茶褐色

8
土師器
甕

口縁～
底部

旦
局
底

朴面―ハケ
為面一ハケ
嵐部―ナデ

密 (金雲母 砂粒 )
良好
明黒茶褐色

15号住居跡 (第 18・ 19図、第 7表 )

本住居跡はB-19・ B-20グ リッドに位置している。12号住居跡、16号住居跡と重複しており、これ
らとの重複関係は 12号住居跡には切られているものの、16号住居跡に対してはこれを切つて構築してい

る。

南側の大半が調査区外にあるため全貌は明らかでないが、確認できたところの形状から推測すると、平

面形は方形または長方形を呈するものと思われ、現状の規模は東西 3.7m、 南北 1.3mである。壁は緩やか

に立ち上がっており、壁高は最大で 46cmを測る。床は若干の凸凹がみられるが概ね平坦で、貼床は確認

できなかったが、カマ ドの周辺が硬化している。カマドは北壁に構築されており、長さ 70cm、 幅 80cm

の規模を有する。袖部は焚き日の左右に 1個づつ袖石を立てて芯としており、灰褐色粘土を貼付けて構築

している。天丼部は崩落しており、カマ ドの前から天丼石に用いられていたと思われる長さ70cmの礫が

横たわつて検出された。燃焼部には深さ5cm程度の掘り込みがあり、焼土はブロック状に検出されている

が、明確な堆積では認められなかった。

遺物は土師器が出上している。出土量は比較的多く、図示できたものは 8点で、杯 (1・ 2)や高郭 (3)、

甕 (5～ 8)、 甑 (4)がある。この中で、甕 (7)と 甑 (4)はカマ ドの左側に横たわるような形で出上し、

甕 (8)はカマドの左前から潰れた状態で出上している。

17号住居跡 (第 20,21図、第 3日 9表 )

本住居跡はB-20。 B-21グ リンドに位置している。16号住居跡と重複しており、重複関係は 16号住
居跡を切つて構築している。

今回の調査では住居跡の南東側が一部調査されるに留まったためその全貌は明らかでないが、確認でき

たところの形状から推測すると、平面形は方形または長方形を呈するものと思われ、現状の規模は東西 3.1

m、 南北 2.2mである。壁は緩やかに立ち上がっており、壁高は最大で 32cmを測る。床は概ね平坦で、

貼床や硬化した面は確認できなかったが、比較的しっかりとしている。カマ ドは確認されておらず、調査

区外に所在している可能性がある。
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調査区外

遺物は覆土中より土師器が出上している。図示できたものは 9点で、郵 (1～ 5)、 高邦 (6・ 7)、 甑 (8)、

壺 (9)がある。この中で、不 (3・ 4)の 2点は完形のものである。

�

B(283059m)

第 20図  17号住居跡

0                         10cm

第 21図  17号住居跡出土遺物

第 8表 17号住居跡遺物観察表 (1)
慮 靱

番号
瑠騒 方」
器 種

残看
(%)
状態 大きさ(clll) 調整 。文様・技法 胎土・焼成・色調 備考

l
土師器
然 口縁”帥

日
高
底

14.8
5,1
4.5

朴面―ヘラケズ )
角面―ナデ
壷部一ヘラケズリ

激 咎 く亦 包 種 十 日色 種 十 釜

雲母)
良好
外―明赤茶褐色 内一黒色

利面 黒 色 処 理

土師器
杯

口縁～
底部

日
高

朴面一ヘラクズン
莉面―ナデ

駅 笹 く亦 色 柾 十 日色 種 す ,

良好
外―明赤茶褐色 内一黒色

利面 黒 色 処 理

土師器
杯

完形

口  15.0
高  4.5

ントロ ーヘ フ グ ム ツ

勺面―ナデ
棋管 (日 色 柾 十 多 ,

良好
明赤茶褐色
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第 9表  17号住居跡遺物観察表 (2)
還物

番号

枢 労町

器 種
娠

「(%)
状態 大きさ (clll) 調整 。文様・技法 胎土・焼成・色調 備考

4
土師器
不

完形

日
高
底

小面一ヘラクズノ
勺面―ナデ
底部―ナデ

似 得 く日 g紅 十 釜 張 博  無
雲母)
良好
暗赤茶褐色

5
土師器
杯

日縁～
底部

日
高
底

琳面一ヘラク
為面―ナデ
嵐部―ナデ

ズ リ 駅 狙 く亦 色 程 十 日 t■種 十 黒

雲母)
良好
外―明赤茶褐色 内一黒色

有面 黒 色 処 理

6
土師器
高不

部
片
脚
破

外面一ヘラミガキ
心面―ナデ シボツメ

献 笹 (亦色 秘 す 多 ,

良好
明黄茶褐色

7
土師器
高不

部
片
脚
破

咀  (9.0' ントロ ー ヘ フ ミ刀 キ
為面―ヘラケズヅ→ナデ

駅衝 く4F7柾ヅ
良好
暗茶褐色

8
土師器
甑

把手叡
のみ

春 団 ― 柄 限 浪

為面―ナデ
卍髪野くυ種 ,
良好
明黄茶褐色

土師器
壷 鞠麟

口  (12.0) 外面一ヘラミガキ
内面―ナデ

似 狙 くυ 秘 )

良好
明茶褐色

2.堅 穴状遺構

1号堅穴状遺構 (第 22E23図、第 10表 )

本竪穴状遺構はB-39グ リッドに位置している。10号住居跡、■号住居跡と重複しており、重複関係
はこれらの遺構によつて切られている。

南西側が調査区外にあるため全貌は明らかでないが、確認できたところの形状から推測すると、平面形

は精円形を呈するものと思われ、現状の規模は東西 1.6m、 南北 2.Omである。確認された遺構の深さは最

大 52cmで、覆土には砂利を多く含んでいる。また、遺構の底からは径 32cm、 深さ 60cmの ピットが 1
基確認されている。

遺物は覆土中より土師器が多量に出土している。小さい破片のものや磨耗しているものが多いため、図

示できたものは 7点で、高不 (1・ 2)、 器台 (3)、 S宇状口縁台付甕 (4)、 台付甕 (5・ 6)、 壺 (7)があ
る。

Ъ
I

（Ｅ
ゆ
卜隣
一∞
硼）
∽

1表土
2明暗秦褐色■ (ス コツアを微置含む。)
3暗茶褐色■ (焼士粒子 黄褐色土粒子を含む。)
4明暗茶褐色上 (焼上粒子 カーボンを多量に含む。)
51R黒茶欄色土 (焼■粒子 カーボンを多量に合む。)
0明暗茶褐色土 (焼土粒子 カーボンを少盈含む。 4よ り芸色味強い。)
8明黒黄桐色土 (明黄白褐色砂粒子を多量に含と。)
9暗黒黄茶Ith色土 (焼土粒子 カーボンを少盈含む。)
10暗黒黄褐色土 (黄自褐色砂粒子を多量に含む。)
1暗黒茶褐色上 (砂利を含帆 )
2暗黒茶褐色上 位第1を少量含む。 11よ り黒味あり。)
9暗黒茶褐色上 傷跡1を多曇に含む。)
4明黒茶褐色土 (砂利を多量に含む。)
5黄白褐色砂質■ (砂利を少畳含む。,   0                   2m

第 22図  1号堅穴状遺構
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第 23図  1号竪穴状遺構出土遺物

第10表  1号竪穴状遺構遺物観察表
這 物

番号
別
種
種
器 舞∽

状態 大きさ(cm) 調整・文様・技法 胎土・焼成 。色調 備考

l 靭訪
笥
叡
合
脚
接

”

/1・田 ― ヘ フ ミ刀 キ

角面―ヘラケズジ ハケ
笹 (亦包 枢 十  釜 芸 世  υ 種 ,
良好
淡い橙色

司孔 4ヶ 肪

2 鞘謗
脚部

小面一ヘラミガキ
内面―ヘラケズヅ

緻暦 (赤色粒子 金雲母 )
良好
淡赤茶褐色

3
土師器
器台 確脚

日  く7.8) 恥山一ヘ フグス リ
芍面―ヘラミガキ

臥智 (黒芸 再  υ 租 ブ
良好
朔赤茶褐色

4
土師器
S字甕 鞠研

口 4回 ―アア
狩面―ナデ

駅犠 く亦 色 紅 す  υ 4EZ,
艶好
炎赤茶褐色

5
土師器
台付甕

接合部

小面―ハク
為面―ハケ

雲(口色粒子 黒雲母 )
甍好
月赤褐色

6
土師器
台付甕

接合部

各向 一ハ ク → ケ ア

h面―ヘラケズ
'

俗 (亦包 種 す 日 巴 種 す  笠 去 再 ノ

良好
明茶褐色

7
器
壷
師
型
土
小

部
片
胴
破

ント回―ヘフグスツ→アア
為面一指頭痕

駅 総 く亦 包 柾 十  日 色 柾 十  釜 襄
母)
良好
淡茶褐色

3.遺 構外出土遺物 (第 24・ 25図、第 11表 )

今回の調査で、遺構外から出上した古墳時代の遺物の中で主なものを報告する。調査によつて確認され

た古墳時代の住居跡は 5世紀前半から7世紀中葉にかけてのものであるが、これらとほば同じ時期の上師

器や須恵器が出上している。この中で、土師器の高必 (1)と Jrr(6)は、B38グ リッドの東側を中心に破

片の状態で出土したものを、ある程度の

大きさまで接合したものである。調査の

段階ではこれらの遺物が出上したことか

ら、この付近に住居跡が存在しているこ

とを想定した。しかし、土の色調の変化

等まったく確認することができなかつた

ことから、遺構外出土遺物として扱った。

また、山梨県内で 2例目の発見となる

子持勾玉 (第 24図)も出土しており、

注目される。
第 24図 遺構外出土遺物 (古墳時代 1)
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第 25図 遺構外出土遺物 (古墳時代 2)
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第11表 遺構外出土遺物観察表 (古墳時代 )
遺物
番号

別
種
極
器 跡∽

状態 大きさ(clll) 調整・文様・技法 胎土・焼成・色調 備 考

l
土師器
高杯

日縁～

脚部

日  (21.0, r4刊
`―

ハケ ヘフミカ千
脚部外面―ヘラミガキ

御部内面―ナデ

似笹 跡 日秘す  υ種ノ
良好

明茶褐色

2
土師器
高イ 確脚嚇

日  (198) 外 国 ― ヘ フ ミ 刀 千

内面―ヘラミガキ
激 笹 く亦 色 柾 十  釜 芸 甘 ,
良好
暗赤褐色

3 鞘訪
月同剖も

破片

タト国~ヘフグス ツ
内面一ナデ

献 笹 く日 g秘 十 多 ノ
良好
暗赤褐色

4
土師器
甑

部
片
底
破

I風   (8.2, タト回~アア
内面―ナデ

ヾヾ祖いく赤色柾子 釜雲営
少 砂粒 )
良好
明茶褐色

5
土師器
甕

ロル癸部
破片

口  (216) グト回 ~アア
内面―ナデ

や や 粗 い く砂 粒 ,

良好
明茶褐色

6
土師器
増

日縁～

底部

日  98
高  14.3
底   3,7

外白―ν`ヽフタスリ (今明瞭 ,
内面―ナデ (口縁部―ヘラミガキ)
底部―ナデ

俗 跡 儡 秘 す  笠 去 喜  ψ

粒 )
良好
黄茶褐色

朴 白 磨 盈

7
土師器
イ
日縁”廓
麟

日  (154) 外山一ヘフタス リ
内面―ヘラミガキ

雀 (亦色 杷 す  釜 去 世 ノ

良好
赤茶褐色

凋外 ltlと も赤 彩 反

土師器
不

日縁～

底部
破片

日  (lZ 4, 外面―ヘラクズソ
内面―ヘラミガキ

密 (亦色 柾 子  釜 芸 μ 黒 芸
母 少 )

良好
外―褐色 内―黒色

本面に赤彩痕
為面黒色処理

上師器
不
口縁”鰤
研

口 く164) 小向 ― ヘ フ タ ス リ
為面―ヘラミガキ

笹 び 巴 秘 十  釜 芸 再 タ ノ

良好
外―淡茶褐色 内一黒色

朴向に赤形浪

為面黒色処理

土師器
杯

日縁～

底部
破片

日  (lZ 6, 小面―ヘラケズ リ
勺面―ヘ ラミガキ

緻密 (赤色粒子 白色粒子
金雲母 )
良好
暗茶褐色

豹外面に黒彩痕

11
土師器
郵

日縁～

胴部
破片

日 (118, 朴薗 ―ヘ フ タ ス ツ→ ヘ フ ミガ キ
均面 ―ヘ ラ ミガ キ

似 笹 び 包 秘 十  釜 去 苺 ′

良好
黄茶褐色

土師器
イ

日縁～

胴部
破片

日 (140, 小面―ヘラミガキ
豹面―ヘラミガキ

楔 笹 (日 色 種 十 ,

良好
暗褐色

土師器
邦

口縁～

胴部
破片

日  (18.2) /1・ 回 ― ロ グ ロ ア ア → ヘ フ グ ス ツ

為面―ロクロナデ
やや粗い (赤色粒子 臼色粒
子 黒雲母 )
良好
暗茶褐色 (一部黒色)

14
土師器
鉢

日縁～
胴部
破片

日  (194 外面―ナデ
内面―ロクロナデ

やや粗い (赤色粒子 白色粒
子 金雲母 )
良好
暗茶褐色 (一部黒色 )

土師器
高不

部
片
脚
破

[ミ (10.8) 外向―ヘ フミガキ

内面―ヘラケズ リ

傲雀 び 包卍十 ,

良好

茶褐色

土師器
高イ

接合部
～脚部
破片

外面一ヘラミガキ
内面一ヘラケズソ ナデ

緻密 (赤色粒子 臼色粒子)
良好
淡黄褐色

鞘訪
部
片
脚
破

外 回 一 ヘ フ ミ カ 千

内面一ヘラケズジ
椒 牲 (亦色 柾 十  υ 柾 ,
良好
明赤茶褐色

須恵器
邦

日縁～

胴部
破片

日   (9.6) 外山一ロクロ蟹形
内面一ロクロ整形

曖 給 (黒色 秘 す  日包 杷 す ,
良好
灰褐色

須恵器
蓋

日縁部
破片

日  (10.6, /1・山一ロクロ蟹形
内面―ロクロ整形

駅 雀

良好
暗灰褐色

須恵器
盛

口縁部
破片

日  (8.4) 外面―ロクロ整形 櫛描波状文
内面―ロクロ整形

徴密 (白色粒子 )
良好
暗灰褐色

物
号
遺
番

品名 状 態 最大長 (clll) 最大幅 (clll) 最大厚 (clll) 重量 (g) 石 材 備考

1 子持勾玉 一部久損 (8.3) 滑石 第24図

―-24-一



第2-節  奈良時代の遺構と遺物

1.竪穴住居跡

10号住居跡 (第 126Ⅲ 27図、第 12日

本住居跡はB-38・ B-39グ )ッ

調査区外

43表)

ドに位置している。1号竪穴状遺構と重複しており、重複関係は 1号

ヽ|。

A(231 775ml

,鞠 崎呻
オ,1謄果療H色―■ 砂刺を多41こ合視 )
14,瞬黒茶擬霊土 (働研を多とに奮む

`)iSま強鶴割 噴 ■ (勢利を少nat・ .)

鰈籐盟琶投)

0                      2m
l一

０
０
い
デ

８

己

IΦ

IR

む981.む Om)

0                    1m
,一一____―

第26図 10号住居跡

1試掘トレンテ
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竪穴状遺構を切つて構築している。

南側の大半が調査区外にあるため全貌は明らかでないが、確認できたところの形状から推測すると、平

面形は隅丸方形または隅丸長方形を呈するものと思われ、現状の規模は東西 4.9m、 南北 0,7mである。壁

はやや緩やかに立ち上がっており、壁高は最大で 30cmを測る。床は概ね平坦で、貼床は確認できなかっ

たが、全体的に硬化している。カマドは北壁の中央に構築されており、長さ 130cm、 幅 120cmの規模を

有する。右袖は試掘調査用のトレンチが掛かつていたため詳細は定かでないが、残つた部分から袖石が灰

茶褐色粘上によって只占り固められた状態で検出されており、また、左袖からは並べられた 4個の袖石が灰

茶褐色粘上で貼り固められていたことから、袖部は礫を並べて芯とし、灰茶褐色粘土を貼り付けて構築し

ていることがわかる。燃焼部は深さ3cm程度の掘り込みがみられ、焼土ブロックや粒子を含む土が堆積し

ていた。

遺物はカマ ドの煙道部や覆土中から土師器や須恵器が出土している。図示できたものは土師器 3点と須

恵器 2点で、土師器には鉢 (1)、 甑 (2)、 奏 (3)、 須恵器には高台付杯 (4)、 蓋 (5)がある。この中で、

鉢 (1)、 甑 (2)、 甕 (3)はカマドの煙道部から出土したものである。

1

第 27図  10号住居跡出上遺物

5

0                         10cm

第12表  10号住居跡遺物観察表 (1)
遺物
番号

別
種
種
器
難
∽
状態 大きさ (clll) 調整 。文様 。技法 胎土 。焼成・色調 備考

l
土師器
鉢 口縁”帥

日
高
底

外 国 ― す ア

内面―ナデ
底部一木葉痕

及
痕
顕
頭
肩
指

ヾ ヾ 祖 い く赤 色 種 子  砂 種 ,
良好
明赤茶褐色

土師器
甑

部
片
底
破

騒   (3,6) 外血―ハケ→すテ
内面一ハケ

雀 (亦包 柾 す 釜 雲 甘 ブ

良好
淡い橙色

―-26-―



第13表  10号住居跡遺物観察表 (2)
物
号
遺
番

別
種
種
器 薪∽

状態 大きさ (clll) 調整・文様・技法 胎土・焼成・色調 備考

3
土師器
甕 嘲研

口  (22.も , 恥 ロ ー ア ア

勺面―ハケ
粗いく赤色粒子 砂粒)
良好
茶褐色

4
須恵器
高台付不

部
片
底
破

E]ヽ  (V.υノ 外向―ロクロ垂形
内面―ロクロ整形

繊雀 く日包卍す ,
良好
暗白灰褐色

晒りT寸
`ブ

局育

5
須恵器
蓋

口縁部
破片

口  (15.6) 外面―ロクロ整形
内面―ロクロ整形

献 後

良好
暗白灰褐色

第 3節  平安時代の遺構と遺物

1.堅穴住居跡

1号住居跡 (第 28・ 29図、第 14表 )

本住居跡はB-27グ リンドに位置している。7号住居跡と重複しており、重複関係は 7号住居跡を切つ

て構築している。

北束コーナー付近と南西コーナー付近が調査区外にあるため全貌は明らかでないが、平面形は隅丸長方

形を呈し、確認された規模は東西 3.Om、 南北 2.8mである。壁は緩やかに立ち上がっており、壁高は最大

で 19cmを測る。床は若干の凸凹がみられるが概ね平坦で、貼床は確認できなかったが、カマ ドの周辺で

硬化しているのが認められる。カマ ドは東壁に構築されており、長さ 80cm、 幅 86cmの規模を有する。

袖部は礫を並べて芯とし、黄茶褐色粘土を貼り付けて構築している。燃焼部には深さ4cm程度の掘り込み

があり、焼土はブロック状に検出されているが、明確な堆積では認められなかった。

遺物は土師器や須恵器、灰釉陶器、置きカマ ドが出上している。図示できたものは 7点で、土師器には

ち
|

Ь
I

争

8

。
|

（Ｅ
∞
⇔
剣
劇∞
則）
ω

1住カマド   
ヤ

1明黒恭lB色 上 (焼上粒子・黄茶褐色鵜土を少獄台む。)
2明黒茶福色土 (焼 i粒子を少五 黄米褐色粘上ブロックを多景に含む。)
3明黒索褐色主 (ンマツが弱い。)
4明黒繁褐色土 (焼上ブロックを多遺に含む,)
S明黒恭褐色上 (能主粒子を多激、カーボンを少黒含む。)
6明 黒葉褐色上 (焼 H ht子 を微撤合う。)
7黄茶掏色粘と

第 28図  1号住居跡
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杯 (1～ 3)、 高台付イ (4)、 須恵器には壷 (6)、 灰釉陶器には長頸壷 (7)、 そして置きカマ ド (5)がある。

この中で、イ (1)はカマ ド内やその周辺から出上したものが接合されたもの、杯 (3)と置きカマ ド (5)

はカマ ド周辺から出土したものである。

く垂プ

4

0                         10cm

第 29図  1号住居跡出土遺物

第14表  1号住居跡遺物観察表
遺物

番号

別
種
種
器

娠

「(%)
状態 大きさ (clll) 調整 。文様・技法 胎土・焼成・色調 備考

1
土師器
杯

日縁～
底部

日
高
底

11.5
4.4
4.1

外面―ロクロナデ→ヘラクズノ
内面―ナデ
底部一回転糸切→ナデ

似智 υ不Eれと十  日 Cコ立寸リ
良好
暗赤茶褐色

2
土師器
イ

口縁～
胴部
破片

ロ 朴血―ロクロすア→ヘ フタス ツ

為面―ナデ

慨 栂 (バ色 租 十 グ ,

良好
明黄茶褐色

3
土師器
不

胴部～

底部
破片

丘   (b,0, 4面―ロクロナデ→ヘラクズツ
為面―ナデ

楔 密 (亦色 柾 す ,

良好
明茶褐色

4
土師器
高台付不

部
片
底
破

啜  (9.8) 外面―ロクロナデ
為面―ロクロナデ

獣 管 び 巴 卍 す ノ

良好
黄茶褐色

責百り付 Iプ局 含

5

上師器
置き
カマド

部
片
底
破

ント四
~ア
ア 情 娯 濃

為面―ナデ 措頭痕
やや粗いく砂種 )
良好
暗茶褐色

須恵器
壷 鞠麟

日  (16.0) 4面―ロクロナデ
狛面―ロクロナデ

駅 栂

良好
白灰褐色

7
灰釉陶器
長頚壷 欄勝

口   (9.8) 作 回 ― ロ ク ロ ア ア

為面―ロクロナデ
色

笹
好
褐

檄
良
灰

3号住居跡 (第 30・ 32図、第 15表 )

本住居跡はB-26グ リッドに位置している。8号住居跡と重複しており、重複関係は 8号住居跡を切つ
て構築している。

住居跡の東側と南側が調査区外にあるため全貌は明らかでないが、確認できたところの形状から推測す

ると、平面形は隅丸方形または隅丸長方形を呈するものと思われ、現状の規模は東西 2,9m、 南北 2.6mで

ある。壁は緩やかに立ち上がっており、壁高は最大で 20cmを測る。床は若干の凸凹があるものの概ね平

坦で、貼床は確認できなかったが、全体的にシマジがあり、しつかりとしている。本住居跡の下に所在す

る8号住居跡の覆土と明らかに違うシマリであることから、その見分けは容易であった。カマドは確認

―-28-―



されておらず、調査区外に所在しているものと思わ

れる。また、住居跡の北東寄りで複数の礫が確認さ

れている。

遺物は土師器や須恵器、置きカマ ドが出土してい

る。図示できたものは 9点で、土師器には郷 (1・ 2)、

高台付杯 (3・ 7)、 柱状高台付郭 (4・ 5)、 柱状高

台付不と思われる日縁部の破片 (6)、 須恵器には甕

(9)、 そして置きカマ ド (8)がある。これらの中

で、置きカマ ド (8)は住居の西壁際で床面上から

出土しており、郷 (1)は床面上に押し広げられた

ような形で出上し、杯 (2)、 高台付杯 (3・ 7)、 柱

状高台付杯 (4)は床面に近いところから出土して

いる。

5号住居跡 (第 31・ 33図、第 16表 )

本住居跡は B-29・ B-30グ リンドに位置
してヤ`る。

今回の調査では、住居跡の南側が一部確認

されたに留まつたためその全貌は明らかでな

いが、確認できたところの形状から推測する

と、平面形は隅丸方形または隅丸長方形を呈

するものと思われ、現状の規模は東西 3.3m、

南北 2.2mである。壁は緩やかに立ち上がっ

ており、壁高は最大で 24cmを測る。床は概

ね平坦で、貼床や硬化した面は確認できなか

ったが、比較的しっかりとしている。カマ ド

は確認されておらず、調査区外に所在してい

る可能性がある。

遺物は覆土中から土師器や須恵器、石製品

が出土している。図示できたものは土師器 4

点と石製品 1点で、土師器は杯 (1～ 3)、 皿

(4)、 石製品は砥石 (5)である。この中で、

イ (3)、 皿 (4)、 砥石 (5)は床面に近いと

ころから出上している。

1明黒桐色上 (焼土粒子 カーボンを多量に含む。)
2明黒褐色上 (旋土粒子を含む。 よより暗い。)
3暗黒茶福色■ (サノ トレ部分。)

0                          2m

第 30図  3号住居跡

2朔暗茶褐色■ (ンマ )が弱い。)
3明黒茶褐色土 (ス コジア カーボンを含む。)
4暗黒茶褐色土 (ス コリア 黄褐色砂ブロック 黄褐色砂粒子を含む。)
5暗黒茶褐色土 (黄褐色砂粒子 黄禍色砂ブロック 小礫を合む。)

0                          2m

第 31図  5号住居跡
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7号住居跡 (第 34・ 35図、第 17表 )

本住居跡はB-27グ リッドに位置している。1号住居跡と重複しており、重複関係は 1号住居跡によつ

て切られている。

北東コーナー付近が調査区外にあるため全貌は明らかでないが、平面形は隅丸長方形を呈し、確認され

た規模は東西 2.6m、 南北 3.4mである。壁は緩やかに立ち上がっており、壁高は最大で 41cmを測る。

床は概ね平坦で、貼床や硬化した面は確認できなかった。カマ ドは確認されておらず、調査区外に所在し

ている可能性がある。

＼

＼ |∞

調査区外
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第 32図  3号住居跡出土遺物
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第15表  3号住居跡遺物観察表
物
号
遺
番

別
種
種
器
残存
(%)
状態 大きさ (clll) 調整 。文様・技法 胎上 。焼成・色調 備考

1
土師器
不

ぼ

形
ほ
完

日
高
底

朴面―ロクロすデ

為面―ロクロナデ

黄部一回転糸切

省く亦包種十 日包柾十 ,
良好
明黒茶褐色

日稼の一部に凹みあり

煤付着痕あり

土師器
杯

口縁～
底部

日
高
底

(14.4)
4,7
5,5

朴面―ロクロナデ
h面―ロクロナデ
壼部一回転糸切

密 (赤色粒子 口色粒子 金雲母 )
良好
暗い橙色

土師器
高台付杯

日縁～
底部

日
高
底

(14.0,
5.9

(7.0)

朴山 一 ロ グ ロケ ア

為面―ロクロナデ
笞 (日 色 種 十 金 雲 甘 ,

良好
淡い橙色

詰り付け高台

土師器
柱状
高台付郵

口縁～
底部

日
高
底

朴山一ロクロすデ
勺面―ロクロナデ
菖部一回転糸切

笹 (亦色 秘 す  口 g杜 す ブ
良好
橙色

土師器
柱状
高台付郷

口縁～
底部

口   15,3
高  56
底  5.4

本面―ロクロナデ
為面―ロクロナデ
嵐部一回転糸切

4(亦包柾十 日色柾十 ,
良好
橙色

上師器
柱状
高台付郷

口豚～

胴部

破片

日 (15,0) 71・面―ロクロナデ
為面―ロクロナデ

際密 (赤色粒子少 自色粒子)
良好
燈色

7
土師器
高台付杯

部
片
底
破

騒   6.8 外薗―ログロすア
内面―ロクロナデ

俗 (あ下τヨn■ ●  日 C朝立寸‐ブ

良好
陵色

頓 り付 け 局 育

8

土師器
置き
カマド

底部
破片

/1・ 回 一 ア ア

内面―ナデ
俗 (υ杜 ,
良好
燈色

9
須恵器
甕

胴部
破片

外面一タタキメ
内面―ナデ 指頭痕

恢 督 υ 柾 ,

良好
黒灰褐色

緯 2 ‖〔:::::こ ]|

0                         10cm

4

第 33図  5号住居跡出上遺物

第16表  5号住居跡遺物観察表
物
号
遺
番

別
種
種
器

娠 巧

(%)
状態 大きさ (clll) 調整・文様・技法 胎上・焼成・色調 備考

l
土師器
杯

口縁～
底部

口 (11.2)
高  4.7
底   6.4

外面―ロクロナデ→ヘラクズヅ
内面―ロクロナデ→暗文
底部―ナデ

綾密 (赤色粒子・金雲母 )
良好
橙色

土師器
不

口縁～
底部
破片

日
高
底

(10.8,
4.3

(6.4)

外向―ロクロすア
内面―ロクロナデ→暗文
底部一回転糸切

献 笹 (亦日 秘 す )

良好
橙色

土師器
郷
口縁”鰤
麟

日
高
底

(10.6)
4.1
5.0

外面―ロクロナデ→ヘラタズツ
内面―ロクロナデ→暗文
底部一回転糸切→ナデ

椒 笹 く亦 包 種 子 ・ 笠 雲 博 ブ

良好
暗茶褐色

4
土師器
皿

口縁葡
破片

日 (15,2) 牛面―ロクロナデ
為面―ロクロナデ

緻密 (赤色粒子 。金雲母 )
良好
淡茶褐色

物
号
遺
番

種類 状 態 最大長 (clll) 最大幅 (clll) 最大厚 (clll) 重量 (g) 石 材 備 考

砥 石 一部欠損 (4.8) 凝灰岩
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その他の付属施設としてはピットが 1

基確認されている。このピットは住居の

南東コーナーで検出されており、規模は

長径 49cm、 短径 38cm、 深さ 17cmを有

する。

遺物は覆土中から土師器や須恵器が出

土している。図示できたものは土師器 3

点と須恵器 2点で、土師器は不 (1・ 2)、

甕 (3)、 須恵器は高台付イ (4)、 郷 (5)

がある。これらの遺物の中で、土師器の

杯 (1・ 2)、 須恵器の高台付イ (4)、 杯

(5)は床面に近いところから出上して

ヤ`る。

A(282426m)

1表土
2明暗茶褐色士 (シマツが弱い。)
3明黒褐色土 (1号住凝上。)
4暗黒茶褐色■ (焼上粒子 スコリア・カーボンを含む。)

:鸞員棗霧琶圭贋糧雹畝経軍:憂糧雹嵌テEしケ争ε雲せ大の礫を含む。)0

第 34図  7号住居跡

0                          10cm

第35図  7号住居跡出上遺物

第17表  7号住居跡遺物観察表

調 査 区外

物
号
遺
番

別
種
種
器 賄∽

状態 大きさ(clll) 調整 。文様・技法 胎土・焼成・色調 備考

1
土師器
杯

口縁～
底部
破片

日
高
底

(■ .2)

4.9

(6.4)

朴面―ロクロナデ→ヘラクズヅ
芍面―ロクロナデ→暗文 (不明瞭)
蓋部一回転糸切り→ナデ

臥 智 亦ヽ 巴 卍 す  笠 去 再 ヅ

良好
淡い橙色

土師器
邦

口縁部
破片

口  (11.0, 71・ 薗 ― ロ ク ロす ア → Vヽ フ ク ス う

豹面―ロクロナデ→暗文
駅 役 (亦巴 秘 す )

良好
淡い橙色

土師器
甕

口縁部
破片

口  (17.0) 4回―アア
為面―ナデ

脅く亦色柾十 釜雲甘 υ種ジ
良好
明赤茶褐色

須恵器
高台付イ

部
片
底
破

医   (6.4 冷回―ロタロ蟹形
狛面―ロクロ整形
底部一回転糸切り

檄笹 (IP/紅

'良好
暗灰褐色

貼り付け高台

須恵器
イ

部
片
底
破

咀   6.4 外白―ロタロ蟹形
狛面―ロクロ整形
盛部一回転糸切り

釈 笹 (ν剋 ブ

良好
暗灰褐色

13号住居跡 (第 36・ 37図、第 18・

本住居跡イまA-19・ B-19グ リッ
居跡を切つて構築している。

19表 )

ドに位置している。12号住居跡と重複しており、重複関係は 12号住
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住居跡の南西コーナー付近が一部確認された

に留まつたため、その全貌は明らかでないが、

確認できたところの形状から推測すると、平面

形は方形または長方形を呈するものと思われ、

現状の規模は東西 1.9m、 南北 3.5mである。壁

は緩やかに立ち上がっており、壁高は最大で

26cmを測る。床は若干の凸凹があるものの概
ね平坦で、貼床は確認できなかつたが、全体的

に硬化している。カマ ドは確認されておらず、

調査区外に所在している可能性がある。

遺物は覆土中から土師器や須恵器が出土して

いる。図示できたものは土師器のみ 7点で、イ

(1～ 4)、 皿 (5・ 6)、 甕 (7)がある。この中

で、イ (3)は床面に近いところから出上して

いる。

0                        10cm

（Ｅ
一∞Ｏ
ω∞
則）
∞

A(233081m) A′

0                       2m

第 36図  13号住居跡

一 ―
ミ

一
― ―

調査区外

第 37図 13号住居跡出土遺物

第18表  13号住居跡遺物観察表 (1)
物
号
遺
番

種  万u
器 種

残存
(%) 状

態 大きさ (clll) 調整 。文様 。技法 胎土・焼成・色調 備考

l
土師器
郷 醸廓麟

口
高
底

(■ .4,

4.2
(5,6)

外 向 ― ロ ク ロナ ア → ヘ フ ク ス ツ

内面―ロクロナデ→暗文
底部―ヘラケズ)

献 栂 く亦 巴 杜 す )

良好
淡い橙色

2
土師器
イ

口縁～
胴都
破片

口  (13,8) 外 面 ― ロ ク ロナ デ → ヘ ラ ク ス ツ
内面―ロクロナデち暗文

献 笹 (亦色 柾 十 日色 種 十 ジ

良好
にぶい橙色

3
土師器
杯

口縁～
胴部
破片

口 (15.0) 外面―ロクロナデ→ヘラクズツ
内面―ロクロナデ→暗文

緻密 (赤色粒子 )
良好
にぶい橙色

4
土師器
17F

口縁～

胴部
破片

口 外山一ロクロケテ→ヘ フタス ツ

内面―ロクロナデ

駅 賀 (亦日 剋 す  笠 雲 苺 ジ
良好
にぶい橙色

5
土師器
皿
日縁”醐
研

口
高
底

(13.0,
2,7

(3.6)

7「向 ― ロ ク ロす ア → ヘ フ ク ス リ

内面―ロクロナデ
陰部―ヘラケズリ

献 雀 (亦色 私 す リ

良好
橙色
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第19表  13号住居跡遺物観察表 (2)
物
号
遺
番

別
種
種
器

残存
(%)
状態 大きさ (clll) 調整 。文様・技法 胎土・焼成・色調 備考

6
土師器
皿 確肺研

口 (13.4 外向―ログロすア→ヘ フクス リ
内面―ロクロナデ

献 役 く亦 巴 私 十  日包 杜 十 ジ
良好
橙色

7
土師器
甕 帥研

口  (34.0, /1・国 ― ハ グ

内面一ハケ
やや粗い (口色粒子 金雲母 )
良好
黒茶褐色

2.遺 構外出土遺物 (第 38図、第 20表 )

今回の調査で遺構外から出土した平安時代の遺物の中で主なものを報告する。調査によつて確認された

平安時代の住居跡とほぼ同時期の上師器や須恵器等が出上している。これらのうち、土師器邦 (1)の底

部には「大」と墨書されており、また、土師器皿 (4)の 口縁部には煤が付着した痕跡が認められる。

6

0                         10cm

第 38図 遺構外出土遺物 (平安時代 )
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第20表 遺構外出土遺物観察表 (平安時代 )
物
号
這
番

別
種
種
器 斯∽

状態 大きさ (clll) 調整・文様・技法 胎土・焼成・色調 備考

l
上師器
杯

口縁～
底部

日
高
底

ll.0
3,9
55

外 囲 ― ロ タ ロ ア ア → ヘ フ グ ス ツ

内面―ロクロナデ→暗文
底部一回転糸切り→ヘラケズリ

釈 絶 (赤色 柾 十 グ ,

良好
明茶褐色

騒司
`|こ

憂塾〒彗

土師器
杯

口縁～
底部

日
高
底

(10.6)
4.1
54

外面―ロクロナデ→ヘラクズツ
内面―ロクロナデ
底部一回転糸切り→ナデ

椒 哲 く亦 色 種 十  釜 芸 甘 ブ
良好
暗黄茶褐色

土師器
不

日縁～
胴部
破片

日  (13.4, 外 向 ― ロ ク ロす テ → ヘ フ タ ス ツ
内面―ロクロナデ→暗文

密 (赤色粒子)
良好
茶褐色

4
土師器
皿

口縁 ～

底部

日
高
底

外面―ロクロナデ
内面―ロクロナデ
底部一回転糸切り

献 笹 (亦儡 杜 す  日 巴 剋 す  笠 去 再 ブ
良好
橙色

県付着涙あり

5
土師器
皿 確陣麟

日  (17.8) 外面―ロクロナデ
為面―ロクロナデ

椒 後 く亦 色 種 す  笠 要 甘 リ
良好
橙色

6
土師器
皿

口縁～
胴部
破片

日  (14,2, 外面―ロクロナデ→ヘラケズツ
内面―ロクロナデ→ヘラミガキ

隣密 (赤色粒子 金雲母 )
良好
瞳色

7
土師器

皿

部
片
底
破

咀   (b.も , 外向―ログロすア
内面―ロクロナデ

底部 一回転糸切 り

踏 (赤色 種 子  金 雲 博 ,
良好
暗黄茶褐色

8
上師器
甕

完形

日
高
底

15,0
12.5
7.4

/1・ローハグ→アア
内面―ナデ
底部―木葉痕

猾 C雲 再 多  υ 杷 ,
良好
暗茶褐色

9
土師器
甕 輔麟

日  (14.4) 外面一ヘラクズリ
内面―ナデ

やや粗い (赤色粒子 黒雲母少 砂
位)
良好
淡褐色

土師器
置き
カマド

部
片
底
破

件回 ― ハ グ

角面一ハケ
やや粗い (砂糀 )
良好
赤茶褐色

須恵器
不
口縁”廟
麟

口  (14.8) 朴lal― ロクロ整形
為面―ロクロ整形

緻密 (白色粒子)
良好
灰褐色

須恵器
邦
口縁、肺
麟

日  (13.2) 朴面―ロクロ整形
狩面―ロクロ整形

献 狙 (日 日 秘 す ,

良好
灰褐色

第 4節  時期不明の遺構

竪穴住居跡

16号住居跡 (第 39図 )

本住居跡は B-20グリッドに位置している。
15号住居跡、17号住居跡と重複しており、重

複関係はこれらの遺構によつて切られている。

本住居跡の南側が 15号住居跡によつて完全

に切られているため、その全貌は明らかでない

が、確認できたところの形状から推測すると、

平面形は方形または長方形を呈するものと思わ

れ、現状の規模は東西 2.9m、 南北 1.5mである。

壁は緩やかに立ち上がっており、壁高は最大で

23cmを涙1る。床は概ね平坦で、貼床や硬化し

た面は確認できなかつたが、比較的しっかりと

している。カマドは確認されていない。

本住居跡からは遺物がまったく出土していな

A′

0                         2m

第 39図  16号住居跡

A(283129m)
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い。しかし、重複している 15号住居跡 (6世紀前半)によって切られていることから、それよりも前に構
築されたものであることは確実である。ただ、それ以上の時期の判断ができないことから、今回は時期不

明の遺構として扱った。

第 V章 まとめ

今回は主要地方道甲府笛吹線の道路拡幅と歩道設置工事に伴い、約 180だの発掘調査を行つた。本遺跡
はこれまでに 3回の調査が行われ、縄文時代中期前葉および中期後半から後期初頭と古墳時代、平安時代
の遺跡で、中でも古墳時代と平安時代を中心とする遺跡であることが把握されていた。

今回の調査では、4世紀後半の竪穴状遺構が 1基 (1号竪穴状遺構)、 5世紀前半の住居跡が 1軒 (2号
住居跡)、 5世紀中葉の住居跡が 2軒 (4号住居跡・8号住居跡)、 5世紀後半の住居跡が 1軒 (■ 号住居
跡)、 6世紀前半の住居跡が 1軒 (15号住居跡)、 6世紀後葉の住居跡が 1軒 (12号住居跡 )、 7世紀前半
の住居跡が 1軒 (6号住居跡)、 7世紀中葉の住居跡が 1軒 (17号住居跡)、 8世紀前半の住居跡が 1軒 (10
号住居跡)、 9世紀前半の住居跡が 2軒 (5号住居跡・7号住居跡)、 9世紀後半の住居跡が 1軒 (18号住
居跡)、 10世紀前半の住居跡が 1軒 (1号住居跡 )、 ■世紀末～12世紀の住居跡が 1軒 (3号住居跡)と
いうように、古墳時代の住居跡 8軒、竪穴状遺構 1基、奈良時代の住居跡 1軒、平安時代の住居跡 5軒が

確認された。大まかにみると、古墳時代と平安時代の遺構が主体的にみられ、これまでの状況に近い結果

が得られているが、新たに奈良時代の住居跡が 1軒確認されており、本遺跡の新たな一面を垣間見ること
ができたものと思われる。

ここでは、平成 18年度と今回の調査によって、浅川扇状地上で初めて確認された古墳時代中期の集落
と、県内で 2例 目の出土となった子持勾玉について若干のまとめを行いたいと思う。

古墳時代中期の集落について

今回の調査では古墳時代中期 (5世紀代)の住居跡が 4軒確認されている。平成 13年度に今回の調査区
の東側を調査した際にも4軒の住居跡が確認されており、本遺跡から8軒の住居跡が確認されたことにな
る。これまで浅川扇状地上では、現在は下長崎遺跡となっているが、昭和 61(1986)年 から62(1987)
年にかけて三光神遺跡として調査されたところから、古墳時代中期の遺物が多量に出土しているのが目に

つく程度であった。この時の調査では遺構は確認されなかったが、遺物の状態や出土量から考えると、調

査区の周囲には住居跡等の遺構が存在している可能性が高いと思われる。この辺りは本遺跡と同様に扇状

地の扇央部でも扇端部近くに立地していることから、浅川扇状地では扇央部の扇端部近くに古墳時代中期

の集落が点在しているのではないかと考えられる。

ところで、浅川扇状地上には全長 42mの帆立貝式古墳である狐塚古墳や、全長 30m程度の帆立貝式古
墳と考えられる団栗塚古墳、直径約 12mの円墳で、低墳丘古墳の可含静l■が指摘されている真根子塚古墳と
いつた 5世紀後半に築造された古墳が点在している。また、扇状地内ではないが、扇状地の北西に続く沖
積地にも帆立貝式古墳の可能性が指摘され、5世紀代に築造された人幡塚古墳があり、さらに、扇状地を
見下ろす丘陵上には、一辺の長さが 55m～56mと いう大型の方墳で、5世紀前葉に築造された竜塚古墳や、
直径 23mの円墳で、5世紀代に築造された盃塚古墳が所在している。このように浅川扇状地およびその周
辺には古墳時代中期に築造された古墳が多数みられるが、これまでこれらの古墳築造を支えた人々の集落

が扇状地内のどこに所在しているのか明確ではなかった。ところが、本遺跡の調査によって古墳時代中期

の住居跡が 8軒確認されたことから、扇状地の扇央部でも扇端部近くに集落が所在している様相が窺い知
れたことは大きな成果といえる。ただ、発掘調査されている範囲はごく一部であり、検出された住居跡も

8軒と少数であることから、個々の古墳と集落との関係をはじめ、詳細については今後の調査の進展によ
るところが大きい。
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さて、笛吹市内には浅川扇状地以外にも古墳時代中期の住居跡が確認されている遺跡や、古墳時代中期

の遺物を多数出上している遺跡がある。本扇状地の北東に隣接する金川扇状地では、扇央部の中でも扇端

部近くに立地している三之宮 。姥塚遺跡で 21軒の住居跡が確認されており、扇端部に立地する大原遺跡

でも数軒の住居跡が確認されている。また、大石川扇状地においても扇端部に立地している車居遺跡から

2軒の住居跡が確認されており、さらに、沖積地の中で河川の自然堤防上に立地している境川町の石橋条
里制遺跡北砂吐地区で中期の住居跡が 1軒確認され、石和町の松本塚越遺跡でも中期の遺物が出土してい

る。このようにみると、笛吹市内では古墳時代中期の集落が扇状地の扇端部であるとか、あるいは扇央部

でも扇端部に近いところ、また沖積地の中にある河川の自然堤防上というような低地に所在しているよう

である。また、この時期の集落の在り方については、二之宮 。姥塚遺跡の例から数軒を単位としたブロッ

ク状に点在する状況が指摘されているが、今後こういつた地域の発掘調査が行われ、中期の集落の調査例

が増えてくることによつて、さらに詳細な集落の在り方が解明されてくるであろう。

子持勾玉について

今回の調査では、B-19グ リッドから滑石製の子持勾玉 1点を発見した。山梨県内での出土例は極めて

希少で、北社市に所在する柳坪遺跡 A地区・12号住居跡から出上したものに次いで 2例目である。
子持勾玉の研究は、江戸時代に古代の刀負1の柄頭と考えられ、文献に石頭父1と記されたことに始まる。

研究史については、佐野大和氏、大平茂氏、篠原祐一氏等の研究で詳しくまとめられているが、未だ明確

な結論が見出されておらず、考古学上のスフィンクスと言わしめた所以といえる。

子持勾玉の定義については、篠原氏が「頭尾同形の勾玉状品の本体に、同様の小型勾玉状品を、腹部に

1顆、背に 3～4顆、・脇部に 3～4顆を配し、東部に両面穿孔の垂下孔を穿った形状のものを基本形とす

る玉」とされている。研究史における形式分類作業は、本体の形状や裁面形と突起の形態及び数を基準と

した分類から、製作技法・製作意識に着目した分類へ進展しており、形状変化からの時期的な傾向が示さ

れている。本稿では今回出土した遺物の特徴を観察し、佐々木幹雄氏、大平氏、篠原氏の研究を取り上げ、

形式分類においてどのような位置付けにあるのか触れておきたい。

〔観察所見〕

今回出上した遺物は、先述のとおりB-19グ リンドで発見したものである。出土位置は 12号住居跡の

確認面であつたが、層序観察から遺構には伴わず、包含層からの出土と判断した。遺物の状態は、親勾玉

の尾部と背 。左脇部の子勾玉の一部が欠損しており、現存では長さ8.3cm、 幅 5。 8 cm、 厚さ 3.7 cm、 重

さ 159,4gを測る。また遺物の表面にも複数のキズがみられ、流れ込みもしくは廃棄されたものと推察さ

れる。遺物の形状については、親勾玉は、尾部は欠損しているものの、頭端部は載断され、裁面形は楕円

形を呈している。子勾玉は背部・脇部の中央に連接して 2顆ずつ、腹部には 1顆を削り出そうとした意匠

がみられる。子勾玉の形状は、若干内傾して頭尾部に至り、親勾玉同様に頭尾部は裁断されている。子勾

玉の腹部は扁平なU宇型を呈しており、背・脇部は子勾玉の 1/2程、腹部の子勾玉は 1/3程削り込まれて
いる。尾部は欠損しているものの、腹部の子勾玉の裁断面と親勾玉の頭部我断面はほぼ直線上に揃ってい

ることが観察できる。孔径は約 5.8mmを測る。成形順序は明確ではないが、穿孔によって脇部の子勾玉

端部は削られている。また親勾玉と腹部には、刀具による整形痕が確認でき、丁寧な調整が行われたこと

が窺える。一方、背 。脇部の子勾玉は、成形がやや粗雑であることが看取できる。

〔形式分類・編年との比定〕

佐々木氏による分類 :佐々木氏は、1985年に「子持勾玉私考」において、はじめて製作技法の観点に立

つた佐田氏の分類を具体的に細分・模式化し、親勾玉 3型式、子勾玉 4型式 6分類の分類試案を提示され

た。親勾玉は I型式 (頭・尾部の端部が裁断され、かつ体部の断面が丸いかまたは丸みをもちつつも楕円

形をなし、小型でも全体的に重量感があるもの)・ Ⅱ型式 (頭・尾部の端部がまるくととのえられ、体部の

断面が精円形か、丸みをもちつつやや扁平形となるもの)。 Ⅲ型式 (頭尾部が尖り、断面が扁平系、または
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板状となるもの)、 子勾玉は a型式 (背・脇部の子勾玉が一つ一つ独立し、子勾玉は相互に連接していな
いもの)。 b型式 (背・脇部の子勾玉がいずれかに部分で相互に連結しているもので、背部に比較的長くつ

くられるものをbl、 背部の中央にまとめてつくられるものが b2)。 c型式 (bと dの中間で、背部の子勾

玉の間を親玉までえぐるもの)。 d型式 (背部の子勾玉を、親勾玉を削りこんでつくるもので、大きく幅広

くゆるやかに削り込むものを dl、 細かく刻み込むものを d2)イこ分類されている。

この分類は試案として提示されたものであるが、これによって形式変化を製作技法上から見る観点が定

着することになった。なお、本遺物は I―b2型式に該当するものと考えられる。

大平氏による分類 :大平氏は、1989年に「子持勾玉年代考」で、先学の形式分類の評価批判を通じ、突
起 (子勾玉)を重要視しすぎている傾向を指摘した。また編年の基準は本体のみで分けるべきで、突起 (子

勾玉)は形態分類のみに使用し、形式ごとの変遷を考える必要性を示唆されている。
大平氏の分類は、背部の突起に重点をおき、A型 (突起独立式)と B型 (突起連接式)、 さらに頭尾両
端を平面的に裁り落としたものを 1類、両端が鋭角化したものを 2類としている。また時期決定可能な資

料の検討を行つた上で、本体断面 (最大幅に対する同断面の厚み)の比率と、本体反りの比率 (長軸の長
さに対する同短軸の長さ)から編年を試みている。これにより、古い時代ほど断面円形に近い (断面比率
が高い)こ とと、本体断面比率が同じであつても本体反りの比率が大きくなれば、古く考えられる傾向を

確認されている。本遺物はB-1類となるが、編年については尾部が欠損しているため、明確ではない。
篠原氏による分類 :篠原氏は、2002年に「子持勾玉小考」で、製作技術上の観点を更に進めた分類試案

を示されている。製作技術の簡略化・退化による形態変化について、篠原氏は製作の基となる母岩に着目

され、「模式的に腹部子勾玉から背部子勾玉までの幅、規勾玉までの長さ、脇部子勾玉を含めた厚さは、削

り出される母岩の大きさに影響される」ことを指摘した。また母岩の厚さと幅の増減については、製作技

術力の変化や、石材供給及び石製模造品の粗製濫造期の経験などが要因として考えられることを示唆して

第 40図 子持勾玉型式分類模式図 (篠原祐-2002掲 載図より引用)
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いる。篠原氏の分類試案は「原石の選択に左右される荒割品に加え、製作技法上の難易度による技術対価

及び政策時の省略傾向を考慮」して、親勾玉については裁面形を 4型式、平面形を 4型式、頭尾形を 3型

式、子勾玉については背・脇部形割工程を 5型式 8分類、子勾玉形状を 7型式、腹都子勾玉形状を 3型式

に細分されている (第 40図 )。 なお、本遺物については、欠損部分があるものの、B-1-I― Cl―②―

�に位置付けられるものと考えられる。

以上、各形式分類との位置付けを示した。時期的傾向については、佐々木氏、篠原氏の分類における位

置づけから、5世紀後半から6世紀中頃である可能性が窺えた。また先述のとおり、大平氏の研究では親

勾玉の形態変化による編年を検討されているが、本遺物は久損部があるため条件に合わず、明確な時期比

定はできなかつた。なお、筆者の浅学により各氏の研究について誤認 してしまった点については、御叱正

を頂戴し、今後調査研究を進めていくなかで改めていくことにしたい。

(望月秀和)
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調査前風景 遺構検出状況 (B-19・ B-20グ リッド付近)

遺構検出状況 (B-38・ 卜39グ リッド付近) 1号住居肋

1号住居跡カマド

3号住居跡 3号住居跡遺物出土状況



5号住居跡

4号住居跡

10号住居跡

7号住居跡

10号住居跡カマ ド

12号住居跡 12号住居跡遺物出土状況



図版 3

15号住居跡 15号住居跡カマ ド

15号住居跡遺物出土状況 17号住居跡

17号住居跡遺物出土状況 (1) 17号住居跡違物出土状況 (2)

1号堅穴状遺構 子持勾玉出土状況
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図版 5

15号住居跡出土違物

17号住居跡出土遺物

遺構外出土遺物 (古墳時代)

遺構外出土違物 (平安時代) 子持勾玉
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